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昭
和
四
十
七
年
度
四
日
市
市
一
般
会
計
決
算
並
び
に
各
特
別
会
計
等
決
算
認
定
に
つ
い
て
：

．．
 
諮
案
説
明
：

質
疑
・
在
吋
別
委
員
会
設
置
、
付
託

四
日
市
市
職
員
給
与
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
：

．．．．．．．．． 
＂ 

．．．．．． 
識
案
説
明
：
質
疑
：
委
員
会
付
託

四
日
市
市
乳
児
の
医
療
代
の
助
成
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
：

四
日
市
市
教
育
犯
会
所
条
例
の
制
定
に
つ
い
で
：
・
：
・
:
＇

........... ‘
 

0
本
日
の
会
議
に
付
し
た
事
件

日
程
第
一
会
議
録
署
名
議
員
の
指
名
に
つ
い
て

日
程
第
二
会
期
の
決
定
に
つ
い
て

日
程
第
三
議
案
第
一
四
三
号
昭
和
四
十
七
年
度
四
日
市
市
一
般
会
計
決
算
並
び
に
各
特
別
会
計
等
決
算
認
定
に
つ
い
て

日

程

第

四

議

案

第

一

四

四

号

四

日

市

市

職

員

給

与

条

例

の

一

部

改

正

に

つ

い

て

｀

し

日
程
第
五
諮
案
第
一
四
五
号
四
日
市
市
乳
児
の
医
療
骰
の
助
成
に
関
す
る
条
例
の
1

部
改
正
に
つ
い
て

日
程
第
六
識
案
第
一
四
六
号
四
日
市
市
立
教
育
択
会
所
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

ャフ&d̂
 

第
二
会
期
の
決
定
に
つ
い
て

第
一
会
議
録
署
名
諮
員
の
指
名
に
つ
い
て

0
議

事

日

程

第
一
号

II ‘’ 
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〇
欠
席
議
員
（
四
名
）

訓岩

覇 田

也` 久 i
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吉 山 山

垣本中

照
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ロ
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勇
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日

比
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谷
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治

司ー一郎史乎夫弘元・蔵治芳蔵

君君君君君君君君君君君君君君君君君君

中 田窟志後小小小粉喜川小大伊伊伊小荒天

多
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隆

出坪

妙政三政藤喜博哲

太

平博子一夫一郎夫次

四武信太金道武文

夫茂等潔郎雄一郎一夫治雄

君君君君君君君君君君君君君君君君君君君君君
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0
出
席
事
務
局
職
員

0
議
事
説
明
の
た
め
出
席
し
た
者

主 主

事

．

補

ー

ヒ
,
'
’
J
 

，
 

悟

司

ヽ

事

西

ロ

徹

君＇君

議

事

係課

長

板

崎

大

之

丞

君

議

事

長

JII 

村

得

君

事

務

局

長

翌

野

正

和

君

代

表

監

査

委

員

森

新

八

君

l 次

長

菊

消

防

長

倉

地
＇ 

英'••徳

也

谷

助‘

君一君

教

育

委

員

長

長長

次

育

山：市・龍

北

彰

君

教

JI I 池

ー←，箭

ヽ

郎，真

君 君

刷

収

入

役

伊

藤

涼

君

建

設

部

長

滝

下

水

道

部

長

美

漿

部

美

伝

之

助

博

君君

土

木

部

長

杉

環

境

部

長

園

本 ， ・浦

義 和

広．巳．己
・-

君君

福

祉

次

長

佐

々

木

晃

精

君

福

祉

部

長

谷

沢

文

男

君

産

業

部

長

荒

．

木

郎

君

税

務

部

長

杉

本

．

治

芳

君

総

務

部

長

阿

．

南

輝

市

長

公

室

長

輪

喜

代

司
彦

君，君

収

役

三・庄

司

良

君

助

入

役

加

藤

寛

嗣

君

市

長

岩

野

．

見

齊

君

高

橋

力

君

後

藤

究

．

治

君
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市
長
。

異
諮
あ
り
ま
せ
ん
か
。

次
に
、

日
程
第

午
前
十
時
七
分
開
会

0
議
長
（
山
口
信
生
君
）
た
だ
い
ま
か
ら
、
昭
和
四
十
八
年
十
月
四
日
市
市
識
会
臨
時
会
を
開
会
い
た
し
ま
す
。

た
だ
い
ま
の
出
席
議
員
数
は
、
三
十
七
名
で
あ
り
ま
す
。

本
日
の
諮
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、

出
席
要
求
を
い
た
し
て
お
き
ま
し
た
諮
事
説
明
者
の
氏
名
は
、
お
手
元
に
配
布
い
た
し
ま
し
た
談
事
説
明
者
要
求
書
写
し
の
と
お
り
で

あ
り
ま
す
。

0
議
長
（
山
口
信
生
君
）

〇
諮
長
（
山
口
信
生
君
）

会
諮
録
署
名
議
員
は
、
会
議
規
則
第
七
十
六
条
の
規
定
に
よ
り
諮
長
に
お
い
て
、
小
井
道
夫
君
及
び
日
比
義
平
君
を
指
名
い
た
し
ま
す
。

日
程
第
二

0
議
長
（
山
口
信
生
君
）

会
期
の
決
定
に
つ
い
て
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。

お
は
か
り
い
た
し
ま
す
。
今
期
臨
時
会
の
会
期
は
、
本
日
か
ら
十
一
月
二
日
ま
で
の
七
日
問
と
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
に
ご

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

0
議
長
（
山
口
信
生
君
）

日
程
第
三

議
案
第
百
四
十
―
―
ー
号

0
議
長
（
山
口
信
生
君
）

率
は
、

ご
異
諮
な
し
と
認
め
ま
す
。

次
に
、

昭
和
四
十
七
年
度
四
日
市
市
一
般
会
計
決
籾
並
び
に
各
特
別
会
計
等
決
算
認
定
に
つ
い
て

日
程
第
三
議
案
第
百
四
十
三
号
昭
和
四
十
七
年
度
四
日
市
市
一
般
会
計
決
算
並
び
に
各
特
別
会

計
等
決
符
認
定
に
つ
い
て
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。

提
案
理
由
の
説
明
を
求
め
ま
す
。

〔
市
長
（
岩
野
見
齊
君
）
登
培
J

0
市
長
（
岩
野
見
齊
君
）

諄
に
つ
き
ま
し
て
、

た
だ
い
ま
上
程
さ
れ
ま
し
た
昭
和
四
十
七
年
度
の
一
般
会
計
決
算
、
各
特
別
会
計
決
算
並
び
に
桜
財
産
区
決

そ
の
概
亜
を
ご
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
ず
、
一
般
会
計
の
歳
入
に
つ
い
て
、
決
符
額
は
、
百
六
十
三
億
八
千
七
百
八
十
九
万
三
千
八
百
三
十
一
円
と
な
り
、
予
算
額
百
六
十

三
億
三
千
七
百
二
十
万
八
千
四
百
円
に
比
し
、
五
千
六
十
八
万
五
千
四
百
三
十
一
円
の
収
入
増
と
な
り
ま
し
た
。
予
算
額
に
対
す
る
執
行

1
0
0
•
三
％
と
な
り
ま
す
が
、
調
定
領
百
六
十
五
億
二
千
六
百
十
七
万
二
千
四
百
七
十
一
円
に
対
し
て
は
、
九
九
・
ニ
％
の
収

入
率
で
あ
り
ま
す
。

収
入
の
内
容
は
、
市
税
収
入
が
七
十
四
億
八
千
百
四
十
五
万
一
千
五
百
六
十
六
円
で
、
歳
入
決
算
額
の
四
五
・
七
％
、
市
税
以
外
の
収

入
が
八
十
九
億
六
百
四
十
四
万
二
千
二
百
六
十
五
円
で
、
五
四
・
三
％
と
な
り
ま
す
。

て
は
、
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
よ
り
著
し
い
伸
び
は
期
待
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
自
主
納
税
制
度
の

市
税
収
入
に
お
い

普
及
並
び
に
税
法
の
改
正
等
に
よ
り
、
予
符
額
よ
り
一
億
四
千
六
百
七
十
六
万
一
千
五
百
六
十
六
円
の
収
入
増
と
な
り
ま
し
た
。
市
税
以

会
期
の
決
定
に
つ
い
て

日
程
第

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

お
手
元
に
配
布
い
た
し
ま
し
た
議
事
日
程
第
一
号
に
よ
り
取
り
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

会
誤
録
署
名
議
員
の
指
名
に
つ
い
て

日
程
第
一
、
会
諮
録
署
名
諮
員
の
指
名
を
行
い
ま
す
。

よ
っ
て
、
今
期
臨
時
会
の
会
期
は
、

こ
れ
よ
り
、
会
議
を
開
き
ま
す
。

-I 

七
日
問
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

よ
ろ
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以
上
、

十
一
万
七
百
六
十
一
円
の
剰
余
金
で
あ
り
ま
す
。

額
二
億
四
千
六
万
三
千
四
百
八
十
三
円
で
あ
り
ま
す
。

以
上
、

外
の
収
入
に
お
い
て
は
、
使
用
料
及
び
手
数
料
、
国
叩
支
出
金
、
地
方
嬢
与
税
並
び
に
自
動
車
取
得
税
交
付
金
等
で
予
符
を
超
過
し
た
反

而
、
諸
収
入
、
県
支
出
金
並
び
に
分
担
金
及
び
負
担
金
で
収
入
不
足
と
な
り
、
予
算
額
よ
り
、
九
千
六
百
七
万
六
千
百
三
十
五
円
の
収
入

活
減
と
な
り
ま
し
た
。

収
入
未
済
額
に
つ
い
て
は
、
本
年
度
、
や
む
を
得
ず
不
納
欠
損
処
分
に
付
し
た
額
九
百
四
十
三
万
五
千
二
百
八
十
九
円
を
除
い
て
、
市

税
そ
の
他
で
一
億
二
千
八
百
八
十
四
万
三
千
三
百
五
十
一
円
を
生
じ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
が
徴
収
確
保
に
は
、
一
段
の
努
力
を
い
た
し

て
お
り
ま
す
。

次
に
、
歳
出
に
つ
い
て
は
、
決
算
額
百
六
十
億
八
千
八
百
九
十
九
万
八
千
二
百
九
十
三
円
で
、
翌
年
度
事
業
躁
越
額
七
千
八
百
三
万
八

千
四
百
五
円
を
含
め
る
と
百
六
十
一
億
六
千
七
百
三
万
六
千
六
百
九
十
八
円
と
な
り
、
予
算
額
百
六
十
三
億
三
千
七
百
二
十
万
八
千
四
百

円
に
比
し
、
二
億
四
千
八
百
二
十
一
万
百
七
円
の
不
用
額
と
な
り
ま
し
た
。
予
算
額
に
対
す
る
執
行
率
は
、
九
八
•
五
％
と
な
り
ま
す
が

支
出
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
付
屈
書
類
の
主
要
施
策
実
絞
報
告
書
に
よ
り
ご
了
承
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
が
、
各
款
に
お
け
る
予

符
執
行
率
は
、
議
会
府
九
九
・
八
％
、
総
務
費
九
八
・
三
％
、
民
生
股
九
九
・
三
七
％
（
翌
年
度
事
業
繰
越
額
を
含
め
る
と
九
九
•
四
二

%
)
、
衛
生
骰
九
八
・
七
％
、
労
働
股
九
六
・
六
％
、
農
林
水
産
業
骰
九
七
•
五
％
（
翌
年
度
事
業
繰
越
額
を
含
め
る
と
九
八
・
七
％
）
、

商
工
代
九
六
・
九
％
、
土
木
骰
九
八
・
九
％
（
翌
年
度
事
業
繰
越
額
を
含
め
る
と
九
九
・
三
％
）
、
消
防
骰
九
九
•
四
％
、
教
育
骰
九
八

・
七
％
（
翌
年
度
事
業
繰
越
額
を
含
め
る
と
九
九
・
九
％
）
、
災
害
復
旧
骰
九
六
・
三
％
（
翌
年
度
事
業
繰
越
額
を
含
め
る
と
九
九
％
）
、

公
依
骰
九
一
・
六
％
、
諸
支
出
金
九
九
・
九
六
％
で
あ
り
ま
す
。

翌
年
度
事
業
雑
越
額
に
つ
い
て
は
、
繰
越
明
許
骰
に
よ
る
も
の
が
、
同
和
対
策
集
会
所
新
築
工
事
牝
で
一
千
百
九
十
五
万
円
、
事
故
繰

越
し
に
よ
る
も
の
が
、
笹
川
保
育
固
新
築
事
業
追
加
工
事
骰
ほ
か
十
六
件
で
六
千
六
百
八
万
八
千
四
百
五
円
、
合
計
七
千
八
百
三
万
八
千

四
百
五
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

一
般
会
計
に
お
い
て
は
、
歳
入
歳
出
差
し
引
き
二
億
九
千
八
百
八
十
九
万
五
千
五
百
三
十
八
円
の
剰
余
金
を
生
じ
ま
し
た
が
、

こ
の
う
ち
、
翌
年
疫
事
業
繰
越
財
源
充
当
額
五
千
八
百
八
十
三
万
二
千
五
十
五
円
を
含
み
ま
す
の
で
、
実
質
剰
余
金
は
、
こ
れ
を
除
い
た

続
い
て
、
各
特
別
会
計
及
び
桜
財
産
区
決
符
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
公
共
用
地
取
得
事
業
会
計
及
び
市
営
駐
車
場
会
計
を
除
き
、

い
ず
れ
も
歳
入
歳
出
差
し
引
き
剰
余
金
を
生
じ
て
お
り
ま
し
て
、
-
市
立
印
刷
所
会
計
二
百
五
十
一
万
一
千
百
八
十
三
円
、
基
金
会
計
は
、

災
害
救
助
某
金
、
小
菅
科
学
教
育
振
典
基
金
及
び
財
政
調
整
某
金
の
合
計
三
十
九
万
一
千
三
百
七
十
四
円
、
競
輪
事
業
会
計
二
億
四
千
九

百
三
十
七
万
八
千
百
七
十
二
円
、
国
民
健
康
保
険
会
計
二
千
四
十
三
万
八
千
二
百
七
十
九
円
、
と
畜
場
食
肉
市
場
会
計
三
十
六
万
四
千
百

五
十
七
円
、
市
営
魚
市
場
会
計
―
―
―
十
六
万
四
千
九
百
三
十
八
円
、
公
共
下
水
道
会
計
五
千
七
百
九
十
八
万
六
千
八
百
八
十
七
円
、
西
浦
土

地
区
画
整
理
事
業
会
計
三
百
四
十
四
万
七
千
九
百
五
十
七
円
、
交
通
災
害
共
済
事
業
会
計
二
千
―
―
ー
百
五
十
万
五
千
七
百
十
円
、
桜
財
産
区

な
お
、
公
共
下
水
道
会
計
に
つ
い
て
は
、
剰
余
金
の
う
ち
、
翌
年
度
事
業
條
越
財
隙
充
当
額
四
千
四
百
六
十
二
万
四
千
円
を
差
し
引
き
、

一
千
三
百
三
十
六
万
二
千
八
百
八
十
七
円
の
実
質
剰
余
金
と
な
り
、
西
浦
土
地
区
画
整
理
事
業
会
計
で
は
、
三
百
十
二
万
三
千
円
の
翌
年

度
事
業
綬
越
財
源
充
当
額
を
差
し
引
き
、
実
質
剰
余
金
は
、
三
十
二
万
四
千
九
百
五
十
七
円
と
な
り
ま
し
た
。
公
共
用
地
取
得
事
業
会
計

及
び
市
営
駐
車
場
会
計
の
歳
入
歳
出
差
し
引
き
額
は
、
い
ず
れ
も
ゼ
ロ
と
な
り
ま
し
た
。

一
般
会
計
、
各
特
別
会
計
並
び
に
桜
財
産
区
決
算
の
総
額
は
、
歳
入
が
二
百
五
十
七
億
一
千
二
百
四
十
九
万
五
千
百
四
十
一
円
、

歳
出
が
二
百
五
十
億
五
千
五
百
十
万
百
八
十
五
円
と
な
り
、
歳
入
歳
出
差
し
引
き
六
億
五
千
七
百
三
十
九
万
四
千
九
百
五
十
六
円
の
剰
余

金
を
、
昭
和
四
十
八
年
度
へ
繰
り
越
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

翌
年
度
事
業
繰
越
額
を
含
め
る
と
、
九
九
％
の
執
行
率
で
あ
り
ま
す
。
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第
一
番
目
に
、

つ
い
て
、

四
十
七
年
度
の
決
算
沢
料
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、

お
尋
ね
を
す
る
つ
も
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。

四
つ
お
尋
ね
い
た
し
ま
す
が
、

調
究
を
し
て
い
た
だ
い
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ー
通
り
勉
強
い
た
し
ま
し
た
。

な
お
、
昭
和
四
十
七
年
度
用
品
購
入
基
金
、
国
民
年
金
印
紙
購
入
基
金
及
び
土
地
開
発
基
金
の
運
用
状
況
に
つ
い
て
は
、
別
冊
調
書
の

と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

ど
う
か
よ
ろ
し
く
ご
審
諮
い
た
だ
き
、
ご
認
定
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

〇
諮
長
（
山
口
信
生
君
）

伊
藤
信
一
君
゜

〔
伊
藤
信
一
君
登
坦
〕

0
伊
藤
信
一
君

提
案
理
由
の
説
明
は
、

お
聞
き
及
び
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

決
算
諮
会
は
、
予
算
執
行
が
効
率
的
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
を
検
討
す
る
諮
会
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
そ
れ
が
効
率
的
で
あ

っ
た
か
ど
う
か
は
、
し
ば
ら
く
日
時
を
か
け
な
い
と
わ
か
ら
な
い
問
題
が
ご
ざ
い
ま
す
。
時
効
に
近
い
問
題
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
引
き
合

朝
明
し
尿
場
の
問
題
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
の
処
理
場
が
で
き
ま
し
た
の
は
、
私
が
補
選
で
当
選
し
て
識
員
に
な
っ
た
と
き
で
、
同
僚

の
早
川
談
員
が
非
常
に
苦
し
ん
だ
問
題
で
あ
り
よ
く
覚
え
て
お
り
ま
す
。

最
近
、
こ
の
処
理
場
の
建
物
が
傾
い
て
き
た
と
い
う
話
を
聞
い
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
処
理
場
は
、
荏
原
イ
ン
フ
ィ
ル
コ
の
設
計

監
粁
で
、

し
か
も
荏
原
イ
ソ
フ
ィ
ル
コ
の
工
事
施
行
だ
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
だ
か
ら
、

工
事
に
手
抜
き
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か

と
い
う
う
わ
さ
が
出
て
お
り
ま
す
。
こ
の
話
を
聞
い
た
の
で
、
私
は
私
な
り
に
い
ろ
い
ろ
と
関
係
者
か
ら
意
見
を
聞
い
て
、
監
査
委
員
に

委
員
会
は
、
関
係
者
か
ら
間
い
た
ら
、
設
計
ど
お
り
工
事
を
施
行
し
て
い
る
か
ら
、
こ
れ
は
、
地
盤
の
降
下
が
原
因
だ
と
い
う
回
答
で

ご
ざ
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

し
ろ
う
と
の
私
に
は
工
事
の
こ
と
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
確
か
に
海
岸
は
地
盤
降
下
を
続
け
て
お
り
ま
す
か

ら
、
こ
の
音
心
見
は
、
私
も
一
応
納
得
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
設
計
、
監
督
、

工
事
施
行
と
い
う
工
事
の
進
め
方
か
ら
考
え
ま
し

て
、
某
礎
の
く
い
が
は
た
し
て
設
計
ど
お
り
打
っ
て
あ
る
か
ど
う
か
。
も
し
設
計
ど
お
り
打
っ
て
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
ど
ん
な
方
法
で

こ
れ
を
確
か
め
た
か
と
い
う
こ
と
を
皿
き
た
い
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

建
物
が
頻
い
た
の
で
、
現
在
、
修
理
中
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
の
処
理
場
は
、
早
川
諮
員
が
た
び
た
び
指
摘
し
て
お
り
ま
す
よ
う
に
、

初
め
か
ら
完
全
な
処
理
が
で
き
な
い
の
で
、
現
物
に
近
い
処
理
水
が
海
へ
流
し
出
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
処
理
施
設
も
地
盤
降
下
で
ガ

タ
が
き
た
と
片
づ
け
て
し
ま
わ
れ
る
か
ど
う
か
、
こ
れ
も
皿
き
た
い
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
組
合
議
会
の
問
題
で
あ
り
ま
す
の
で
、

こ
れ
以
上
、
私
は
触
れ
ま
せ
ん
。
と
に
か
く
何
か
疑
問
が
残
る
問
題
で
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
発
言
だ
け
い
た
し
て
お
き
ま
す
。

続
い
て
、

四
十
七
年
度
の
決
箕
に
関
述
す
る
財
政
問
題
に
つ
い
て
お
尋
ね
い
た
し
ま
す
。

九
月
議
会
で
、
私
の
質
問
に
対
し
て
市
長
は
、
答
弁
す
る
の
で
す
か
と
い
う
よ
う
な
質
問
を
私
に
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
質
問

も
、
私
が
わ
か
ら
な
い
か
ら
お
尋
ね
す
る
の
で
す
か
ら
、
き
ょ
う
は
時
間
の
制
限
も
あ
り
ま
せ
ん
し
、
市
長
が
一
番
よ
く
知
っ
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
財
政
問
題
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
私
の
納
得
で
き
る
よ
う
に
、
市
長
か
ら
こ
れ
は
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

教
え
て
い
た
だ
き
や
す
い
よ
う
に
、

い
ま
少
し
整
理
し
た
内
容
を
初
め
に
申
し
上
げ
て
お
き
ま
す
。

―
つ
は
、

四
十
七
年
度
の
決
算
か
ら
見
て
、
四
日
市
の
財
政
は
こ
れ
で
よ
い
か
ど
う
か
。
も
し
よ
く
な

い
と
す
る
な
ら
ば
、
今
後
、
こ
の
財
政
並
び
に
そ
の
施
策
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
く
の
か
と
い
う
問
題
。
次
は
、
競
輪
収
入
の
問
題
と

競
輪
に
関
す
る
考
え
方
。
次
は
、
所
得
税
減
税
の
問
題
と
市
町
村
税
の
あ
り
方
。
次
は
、
負
担
金
、
分
担
金
、
補
助
金
の
問
題
の
四
つ
に

こ
の
資
料
に
よ
り
ま
す
と
、
歳
入
総
額
百
六
十
三
億
八
千
七
百
八
十
九
万
三
千
八
百
三
十
一
円
、
歳
出
総
額
百
六
十
億
八
千
八
百
九
十

い
に
問
題
を
出
し
て
み
ま
す
。

ご
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
発
言
願
い
ま
す
。
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九
万
八
千
二
百
九
十
三
円
、
差
し
引
き
二
億
四
千
六
万
三
千
四
百
八
十
三
円
が
実
質
収
支
額
と
、
市
長
は
た
だ
い
ま
も
説
明
を
い
た
し
て

お
り
ま
す
が
、
前
年
疫
の
剰
余
金
と
比
較
し
た
場
合
、
単
年
度
の
実
質
収
支
に
お
き
ま
し
て
は
、

八
千
二
百
六
十
三
円
の
赤
字
決
算
で
あ
る
こ
と
を
、
ま
ず
指
摘
い
た
し
て
お
き
ま
す
。

り
ま
し
た
が
、

次
に
、
財
政
に
大
き
い
影
愕
の
あ
る
自
主
財
源
と
依
存
財
源
の
構
成
比
に
お
き
ま
し
て
、
四
十
六
年
の
自
主
財
源
が
七
ニ
・
六
％
で
あ

四
十
七
年
に
は
六
一
・
七
五
％
と
、
大
き
く
低
下
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
四
十
三
年
以
降
＼
若
干
上
が
っ
た
り
下
が
っ

し
た
が
っ
て
、
依
存
財
糊
に
お
き
ま
し
て
も
こ
の
逆
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、

し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
財
政
構
造
の
硬
直
化
の
き
わ
め
て
弥
い
義
務
的
経
代
の
中
で
も
、
人
件
代
は
あ
ま
り
大
き
い
変
化
は
ご
ざ
い
ま

せ
ん
け
れ
ど
も
、
扶
助

111が
、
四
十
六
年
に
は
ニ
・
九
％
で
あ
り
ま
し
た
が
、
四
十
七
年
に
は
、
四
・
五
％
と
増
大
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

公
債
骰
も
、

四
十
六
年
に
は
一
―
-
•
六
％
で
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、

財
政
指
数
に
お
き
ま
し
て
も
、

四
十
七
年
に
は
、

四
十
一
年
度
の
一
・
六
八
三
を
ピ
ー
ク
と
い
た
し
ま
し
て
、
年
々
低
下
を
い
た
し
ま
し
て
、
四
十
六
年

-
．
―
―
六
と
若
干
上
が
り
ま
し
た
が
、
お
そ
ら
く
下
降
の
傾
向
に
あ
る
の
で

こ
ん
な
財
政
で
あ
り
ま
す
の
で
、
市
税
収
入
に
お
き
ま
し
て
も
、

た
だ
い
ま
の
説
明
の
中
に
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
、

お
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
は
、
次
年
度
か
ら
。
ハ
ー
セ
ン
テ
ー
ジ
は
下
が
っ
て
い
く
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

以
上
、

四
十
七
年
度
決
符
か
ら
、
き
わ
め
て
悪
い
傾
向
の
材
料
を
指
摘
し
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

し
か
し
、
本
年
度
の
交
付
金
不
交
付
都
市
と
し
て
の
系
列
の
中
に
は
、
金
額
的
に
は
昨
年
度
は
十
位
で
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
こ
と
し
は

十
一
位
に
な
っ
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
ま
だ
ま
だ
財
政
が
貧
弱
だ
と
は
い
え
る
市
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、

の
市
財
政
に
つ
い
て
こ
の
傾
向
で
よ
い
の
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
、
と
い
う
よ
り
、

か
ら
見
ま
し
て
、

そ
の
結
果
、
依
存
財
源
中
の
国
叩
補
助
や
起
債
が
増
加
い
た

四
十
五
年
、

五
・
九
％
と
は
ね
上
が
っ
て
お
り
ま
す
。

五
六
・
三
、

不
納
欠
損
も
四
十
四
年
の
一

0
0か
ら
、

い
た
し
方
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
あ
る
い
は
ま
た
、
将
来
の
た
め
に
何
か
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
は
な
か
ろ

う
か
と
い
う
こ
と
も
思
う
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

た
と
え
ば
四
日
市
が
、
泄
の
あ
る
工
業
都
市
と
し
て
将
来
も
仲
び
て
い
く
こ
と
を
望
ん
で
お
れ
ば
、
基
本
構
想
の
中
に
そ
の
考
え
が
盛

り
込
ま
れ
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
で
な
け
れ
ば
、
商
業
問
の
拡
大
充
実
に
よ
り
ま
し
て
、
商
都
四
日
市
と
し
て
の

楷
想
が
あ
っ
て
し
か
る
べ
き
だ
と
思
う
の
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、

石
油
関
述
企
業
の
税
収
が
、

四
十
七
年
疫
の
市
税
総
額
は
、

そ
れ
も
見
当
た
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
四
日
市
の
財
政
を
左
右
す
る

は
た
し
て
今
日
の
状
況
を
維
持
で
き
る
で
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
か
。

七
十
四
億
八
千
百
四
十
五
万
円
で
あ
り
ま
す
が
、

四
十
七
年
度
は
、

四
十
六
年
、

四
千
九
百
七
十
七
万

四
六
・
九
、

四
十
七
年
、

四
十
七
年
に
は
一
六
一
ー
ー
と
増
大
い
た
し
て

し
か
し
、
こ
う
し
た
傾
向

む
し
ろ
需
給
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
な
い
行
政
の
現
状

そ
の
中
で
石
油
関
連
企
業
か
ら
拾
い
上
げ
て
み
ま
す

と
、
法
人
市
民
税
が
二
億
二
千
三
百
万
、
固
定
狩
産
税
総
額
で
十
九
億
五
百
万
。
そ
の
内
訳
は
、
土
地
が
一
億
八
千
七
百
万
、
家
屋
が
一

億
六
千
九
百
万
、
恨
却
狩
産
が
十
五
億
四
千
九
百
万
、
電
気
ガ
ス
税
が
一
億
八
千
百
万
、
都
市
計
画
税
が
六
千
五
百
万
、
合
計
二
十
三
億

七
千
四
百
万
。
こ
れ
に
市
民
税
の
特
別
徴
収
額
一
億
八
千
百
万
を
加
算
い
た
し
ま
す
と
、
二
十
五
億
五
千
五
百
万
、
市
税
金
の
三
五
％
に

な
り
ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と
も
含
め
て
、
こ
れ
か
ら
の
四
日
市
の
財
政
問
題
に
つ
い
て
、
市
長
の
見
解
を
お
伺
い
い
た
し
た
い
と
思
い
ま

次
の
問
題
は
、
以
上
の
よ
う
な
財
政
事
情
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
私
は
、
財
務
課
長
に
意
見
を
た
だ
し
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

年
々
、
財
政
指
数
も
低
下
し
て
い
く
よ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
し
、
こ
れ
ま
で
財
政
的
に
期
待
を
し
て
お
っ
た
重
化
学
工
業
か
ら
の
収
益
も

終
止
符
が
打
た
れ
た
よ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
し
、
何
か
新
し
い
財
源
は
な
い
か
と
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
話
し
か
け
ま
す
と
、

す。 五
・
七
と
低
下
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

は
な
か
ろ
う
か
と
私
は
考
え
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
ま
、

卜

-．

0
九
一
＿
＿
と
下
り
ま
し
た
9

四
十
七
年
に
は
、

た
り
い
た
し
て
き
ま
し
た
が
、

-
0％
以
上
の
低
下
は
、
こ
れ
が
初
め
て
で
ご
ざ
い
ま
す
。

四

「
四
日
市
の
財
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政
も
、
も
う
限
度
一
ぱ
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。
十
二
月
に
補
正
を
組
ま
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
が
、
財
源
が
な
い
の
で
苦
し
ん
で
い
る
の
で

ご
ざ
い
ま
す
。
し
か
し
、
た
っ
て
言
わ
れ
れ
ば
競
輪
し
か
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
」
と
い
う
話
が
出
ま
し
た
。

こ
の
競
輪
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
も
ご
存
じ
の
京
都
の
鐙
川
知
事
は
、
こ
う
い
う
こ
と
を
言
っ
て
お
り
ま
す
。

プ
ル
収
入
で
歳
入
の
不
足
を
補
う
の
は
悪
い
と
い
う
が
、
ど
こ
が
悪
い
の
か
。
補
っ
て
い
る
の
で
な
く
、

「
三
割
自
治
で
財
政
が
圧
迫
さ
れ
て
い
る
の
に
、

近
く
の
律
市
が
、
競
艇
で
二
十
偲
ぐ
ら
い
の
収
入
を
あ
げ
て
お
る
の
に
、

そ
れ
だ
け
余
分
に
入
る
と
考
え

不
浄
の
金
な
ん
て
い
っ
ち
ゃ
お
れ
な
い
。
そ
ん
な
も
の
は
八
割

五
分
ぐ
ら
い
に
な
っ
て
で
き
る
諮
論
だ
。
地
方
自
治
体
は
、
ど
こ
も
東
京
み
た
い
に
金
持
ち
じ
ゃ
な
い
。
ギ
ャ
ン
プ
ル
を
し
な
い
で
済
む

よ
う
に
地
方
財
政
制
度
を
変
え
な
い
限
り
、
ギ
ャ
ン
プ
ル
を
不
浄
の
金
と
い
う
の
は
ど
う
か
と
思
う
。
」
と
、
美
浪
部
知
事
と
ま
っ
こ
う
に

違
っ
た
意
見
を
持
っ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
競
輪
の
収
入
は
、
ご
承
知
の
よ
う
に
、
自
治
省
あ
た
り
か
ら
何
の
制
約
も
受
け
な
い
金
だ
と

七
億
二
千
万
の
交
付
金
を
も
ら
っ
て
お
り
ま
す
。
松
阪
市
で

も
、
競
輪
で
五
億
五
千
万
の
収
益
ぐ
ら
い
を
あ
げ
て
お
り
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
交
付
金
を
九
億
五
千
万
も
ら
っ
て
お
り
ま
す
。
大
き
い
と

こ
ろ
で
は
、
川
口
市
が
三
十
六
倍
の
競
輪
収
入
が
あ
り
な
が
ら
、
二
十
億
七
千
万
の
交
付
金
を
も
ら
っ
て
お
り
ま
す
。
い
わ
ば
、
競
輪
は

四
日
市
の
財
政
事
梢
が
だ
ん
だ
ん
悪
く
な
っ
て
い
く
傾
向
の
あ
る
と
き
に
、
九
月
の
競
輪
で
五
千
万
を
も
う
け
そ
こ
な
っ
た
と
い
う
う

わ
さ
が
出
て
お
り
ま
す
が
、
も
う
け
そ
こ
な
っ
た
と
い
う
だ
け
で
は
、
こ
れ
は
済
ま
さ
れ
ぬ
問
題
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
辺
の
事
情
を
承

こ
れ
は
余
分
の
話
に
な
る
か
も
わ
か
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
治
水
対
策
特
別
委
員
会
で
三
骰
市
へ
参
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
十
月
に
公

共
下
水
氾
の
完
成
し
た
市
で
ご
ざ
い
ま
す
。
た
だ
―
つ
の
町
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
こ
を
視
察
し
た
目
的
の
―
つ
は
、
財
源
に
つ
い
て
知

り
た
か
っ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
し
か
し
、
国
か
ら
特
別
に
交
付
さ
れ
た
も
の
は
何
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
受
益
者
負
担
に
対
し
ま
し
て
も
、

四
日
市
は
一
乎
米
九
十
六
円
八
十
銭
で
あ
り
ま
す
の
に
、
こ
こ
は
八
十
八
円
で
あ
り
ま
し
た
。
た
だ
都
が
八
割
な
い
し
九
割
の
補
助
金
を

出
し
て
お
る
の
が
わ
か
っ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
国
か
ら
は
、
価
単
に
金
の
入
っ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
競
輪
の
五
千
万
と
い
う
金
は
、

国
、
県
の
補
助
な
ど
か
ら
考
え
ま
し
て
、

い
ろ
い
ろ
の
意
味
で
考
え
ら
れ
る
大
切
な
金
だ
と
思
い

田
中
首
相
が
二
兆
円
滅
税
を
打
ち
出
し
て
き
ま
し
た
こ
と
は
ご
承
知
の
と
お
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。
四
十
九
年
度
か
ら
標
準
家
庭
の
所
得

税
の
免
税
点
を
百
七
十
万
ま
で
引
き
上
げ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
基
準
を
四
日
市
の
住
民
税
に
当
て
は
め
て
試
算
し
て
い

た
だ
き
ま
す
と
、
約
五
億
九
千
万
の
減
税
に
な
る
と
税
務
部
は
言
っ
て
お
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
所
得
の
仲
び
を
除
い
て
の

仮
の
計
位
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
固
定
狩
産
で
も
、
専
用
住
宅
と
そ
の
宅
地
を
減
税
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ
も
試
算
し
て
い
た
だ
い
た

ら
、
約
一
億
一
千
万
の
減
税
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
正
確
に
計
算
し
な
け
れ
ば
わ
か
ら
ぬ
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
問
題
は

地
方
自
治
を
育
て
、
．
民
主
主
義
の
基
盤
を
つ
く
る
と
い
う
理
想
の
も
と
に
つ
く
ら
れ
た
こ
の
市
町
村
税
が
、
こ
ん
な
形
で
踏
み
に
じ
ら
れ

て
い
く
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
税
金
の
安
く
な
る
こ
と
は
、
市
民
の
た
め
に
は
非
常
に
け
っ
こ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

を
育
て
、
ま
ず
市
町
村
の
ふ
と
こ
ろ
を
あ
た
た
か
く
し
て
仕
事
の
で
き
る
よ
う
に
と
、

産
税
の
二
本
の
柱
を
主
と
し
た
市
町
村
税
が
こ
う
い
う
形
で
く
ず
さ
れ
て
い
く
と
い
う
こ
と
は
、
私
は
納
得
で
き
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
こ

れ
は
国
の
す
る
こ
と
で
、

い
た
し
方
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
国
の
減
税
は
、
所
得
の
再
分
配
だ
と
聞
い
て
お
り
ま
す
が
、
市
町
村
の
税
の
性
格

は
、
こ
れ
は
所
得
の
再
配
分
で
な
く
て
、
こ
れ
は
、
経
骰
の
分
担
で
ご
ざ
い
ま
す
。
性
格
の
違
う
こ
の
税
金
を
所
得
税
か
ら
算
出
し
て
い

る
と
こ
ろ
に
、
問
題
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

次
に
、
具
体
的
な
問
題
を
、
例
を
出
し
ま
す
。

ま
す
の
で
、
あ
え
て
質
問
を
す
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

っ
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

も
う
け
得
で
ご
ざ
い
ま
す
。

聞
い
て
お
り
ま
す
。

た
ら
い
い
ん
だ
」
と
、

地
方
自
治

そ
し
て
、
こ
う
い
う
住
民
税
、
あ
る
い
は
固
定
衰

「
美
漿
部
君
は
、

ギ
ャ
ン
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悪
で
や
む
を
得
ぬ
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
す
。

で
ご
ざ
い
ま
す
。

〔
市
長
（
岩
野
見
齊
君
）
登
培
j

市
長
。

い
ま
す
。

特
別
会
計
で
二
十
一
件
、
港
管
理
組
合
の
負
担
金
を
省
い
て
、

一
般
会
計
で
一
億
五
千
万
、
特
別
会
計
で
千
七
百
万
ぐ
ら
い
あ
っ
た
と
思

一
般
会
計
で
百
六
十
件
、

し
か
し
、
私
に
は
他
に
箕
出
の
方
法
が
わ
か
り
ま
せ
ん
か
ら
、
ど
う
も
批
判
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
問
題
は
そ
こ
に
あ
る
よ
う
に
思
い
ま

た
だ
、

が
く
ず
さ
れ
る
と
な
り
ま
す
と
、
今
後
の
市
町
村
税
は
一
体
ど
う
な
る
か
と
、
こ
れ
は
私
は
さ
っ
ぱ
り
わ
か
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、
こ
れ

か
ら
の
市
町
村
税
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
＇
市
長
か
ら
お
教
え
を
い
た
だ
き
た
い
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

次
に
、

類
の
期
成
同
盟
会
、
協
議
会
に
対
し
て
、

結
成
以
来
十
数
年
を
経
過
し
た
が
、
実
行
の
蒋
い
団
体
が
あ
る
や
に
思
餓
さ
れ
る
と
、
他
町
村
に
も
関
述
が
あ
る
が
、
栢
極
的
に
対
策
を

諧
じ
る
か
、
あ
る
い
は
発
展
的
に
解
梢
を
は
か
る
等
、
適
切
な
措
骰
を
期
待
す
る
と
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
報
告
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
れ

に
つ
い
て
、

私
は
、

ら
れ
、

し
て
も
、

す。

シ
ャ
ー
プ
勧
告
に
よ
っ
て
市
町
村
の
ふ
と
こ
ろ
を
あ
た
た
か
く
し
、
仕
事
の
で
き
る
よ
う
に
と
、
こ
う
き
め
ら
れ
た
市
町
村
税

四
十
七
年
度
の
監
究
報
告
に
よ
り
ま
す
と
、

四
十
七
年
十
月
十
八
日
に
行
っ
た
企
画
課
の
監
査
内
容
に
つ
い
て
、
・
現
在
の
十
種

四
十
六
年
度
に
百
四
十
一
万
八
千
三
百
十
三
円
の
負
担
金
が
交
付
さ
れ
て
い
る
が
、

i

中
に
は
、

そ
の
内
容
、
ど
う
対
処
さ
れ
た
か
、
伺
っ
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

四
十
五
年
の
決
算
特
別
委
員
会
で
、
負
担
金
、
分
担
金
の
一
覧
表
を
希
望
い
た
し
ま
し
た
が
、
急
に
作
成
で
き
な
い
の
で
断
わ

そ
れ
で
私
は
四
十
六
年
に
自
分
で
つ
く
っ
て
書
い
て
、

そ
し
て
皆
さ
ん
に
お
渡
し
い
た
し
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
私
の
つ
く
つ

た
の
で
は
自
信
が
ご
ざ
い
ま
せ
ん
の
で
、
十
分
検
討
い
た
し
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
ざ
っ
と
計
算
い
た
し
ま
し
て
、

こ
の
負
担
金
、
分
担
金
を
並
べ
て
み
ま
す
と
、

い
ろ
い
ろ
の
組
織
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
ま
あ
行
政
の
円
滑
な

推
進
に
も
必
嬰
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
。
ま
た
監
在
委
員
が
指
摘
い
た
し
て
お
り
ま
す
よ
う
に
、
ど
う
か
と
思
う
よ
う
な
問
題
も
ご
ざ

い
ま
す
。
幸
い
監
森
委
員
も
指
摘
い
た
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

は
な
は
だ
ご
迷
惑
を
か
け
ま
す
け
れ
ど
も
、

担
金
、
あ
わ
せ
て
補
助
金
と
、
そ
れ
か
ら
い
つ
こ
れ
を
開
始
さ
れ
た
か
、
補
助
を
い
つ
開
始
さ
れ
た
か
と
い
う
こ
と
、
そ
れ
の
わ
か
る
一

府
表
を
決
符
特
別
委
員
会
で
検
討
の
で
き
る
よ
う
に
、
ご
提
出
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

以
上
で
終
わ
り
ま
す
。

〇
談
長
（
山
口
信
生
君
）

0
市
長
（
岩
野
見
齊
君
）

ほ
と
ん
ど
私
も
そ
の
と
お
り
だ
と
思
い
ま
す
。

四
十
七
年
度
の
負
担
金
、
分

四
十
七
年
度
の
決
勾
か
ら
見
ま
し
た
財
政
の
見
通
し
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
の
点
、
伊
藤
諮
員
の
ご
指
摘
は
、

財
政
指
数
の
低
下
し
て
き
て
お
る
こ
と
、
収
入
に
占
め
る
市
税
の
構
成
比
率
の
低
下
と
、
こ
う
い
っ
た
問
題
は
、

お
っ
し
ゃ
る
と
お
り

た
だ
、
こ
う
い
っ
た
状
況
は
、
す
で
に
二
、
三
年
来
始
ま
っ
て
お
る
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
根
本
は
、
政
府
が
財
政
主
祁
型
の
予
算

を
組
む
限
り
、

そ
し
て
そ
の
財
涼
を
、

公
依
の
発
行
と
、
こ
う
い
っ
た
面
に
お
い
て
解
決
し
て
い
こ
う
と
す
る
限
り
、
避
け
ら
れ
な
い
問

題
で
あ
ろ
う
と
、
こ
の
よ
う
に
考
え
ま
す
。
決
し
て
よ
い
こ
と
で
は
な
い
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
避
け
ら
れ
な
い
問
題
で
ご
ざ
い

さ
ら
に
さ
か
の
ぽ
れ
ば
、
こ
の
問
題
は
、
物
価
の
問
題
、
あ
る
い
は
政
府
の
財
政
政
策
の
問
題
に
帰
す
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、

わ
れ
わ
れ
は
、
古
い
考
え
方
の
財
政
均
衡
と
い
っ
た
よ
う
な
点
か
ら
考
え
ま
す
と
、
全
く
は
だ
に
あ
わ
を
生
ず
る
よ
う
な
危
険
な
財
政
連

用
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
て
物
価
が
非
常
に
高
脆
し
て
い
く
、
ま
あ
ど
う
言
い
の
が
れ

イ
ソ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
な
状
態
の
も
と
に
お
き
ま
し
て
は
、
こ
の
公
債
政
策
も
、
私
は
、
必
要
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他
の
諸
点
に
つ
き
ま
し
て
は
、

い
ま
こ
こ
で
伊
藤
談
員
か
ら
ご
指
摘
ご
ざ
い
ま
し
た
よ
う

企
画

111
の
中
の
負
担
金
の
問
題
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
担
当
者
か
ら
申
し
上
げ
ま
す
。

わ
れ
わ
れ
と
し
て
は
考
え
て
お
り
ま
す
。

細
部
の
点
に
つ
き
ま
し
て
は
、

う
か
と
考
え
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

一
部
の

り
妙
薬
は
な
い
と
私
は
考
え
て
お
り
ま
す
。

通
し
を
持
つ
こ
と
が
で
き
な
い
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

一
般
会
計
で
、
大
体
四
十
七
年
度
に
お
き
ま
し
て
は
、

お
答
え
い
た
し
ま
す
。

五
十
六
億
円
の
起
債
を
持
っ
て
お
り
ま
す
。
し
か
も
四
十
七
年
度
だ
け

の
起
債
に
つ
き
ま
し
て
は
、
二
十
四
億
の
起
依
が
ふ
え
て
お
る
よ
う
な
状
態
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
起
債
の
伯
還
、
あ
る
い
は
福

祉
を
中
心
と
い
た
し
ま
し
た
ほ
と
ん
ど
義
務
的
経
股
と
も
い
う
べ
き
経
骰
の
増
大
、
固
定
経
骰
の
増
大
、
こ
う
い
っ
た
も
の
を
考
え
ま
す

と
、
非
常
に
財
政
の
弾
力
性
は
失
わ
れ
て
お
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
中
で
、
市
税
の
占
め
る
パ
ー
セ
ン
ト
が
、
だ
ん
だ
ん

下
が
っ
て
も
き
て
お
り
ま
す
。
全
く
こ
う
い
っ
た
状
態
か
ら
い
つ
脱
出
で
き
る
か
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
、
私
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
見

こ
う
い
っ
た
現
実
の
打
開
策
と
い
た
し
ま
し
て
、
非
常
に
だ
れ
で
も
考
え
ら
れ
る
常
識
的
な
こ
と
で
は
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、

市
の
事
俯
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
需
気
ガ
ス
税
の
免
税
措
骰
を
撒
廃
さ
せ
る
と
か
、
あ
る
い
は
ま
た
重
油
関
税
の
還
元
を
は
か
る
と
か
、

あ
る
い
は
、
こ
れ
は
ま
あ
全
国
的
な
問
題
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
法
人
市
民
税
の
賦
課
率
を
上
げ
る
と
か
、
あ
る
い
は
特
別
交
付
税

の
増
頷
を
は
か
る
と
か
、
あ
る
い
は
超
過
負
担
の
解
消
を
は
か
る
と
、
こ
う
い
っ
た
一
般
的
な
解
決
策
を
根
気
よ
く
推
し
進
め
て
い
く
よ

そ
し
て
四
日
市
自
体
で
考
え
ら
れ
る
問
題
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
内
陸
部
に
対
し
て
、
都
市
型
産
業
を
誘
致
す
る
と
か
、
あ
る
い
は
ま

た
商
業
経
済
園
を
拡
大
し
て
、
商
業
面
に
お
け
る
都
市
の
発
展
を
は
か
っ
て
い
く
と
、
こ
う
い
っ
た
問
題
を
弥
力
に
進
め
る
べ
き
で
あ
ろ

い
ろ
い
ろ
あ
る
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
特
に
現
在
の
都
市
は
、

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
府
県
税
は
伸
び
ま
し
て
も
市
町
村
税
は
伸
び
な
い
と
い
う
よ
う
な
、
当
初
の
意
図
と
は
相
反
し
た
現
象
が
あ
ら
わ
れ

て
き
て
お
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
点
に
つ
き
ま
し
て
は
、
税
制
の
改
革
を
、
声
を
大
き
く
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
と

決
し
て
伊
藤
諮
員
に
お
教
え
で
き
る
ほ
ど
の
新
し
い
考
え
方
は
持
つ
て
お
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
ま
あ
財
政
と
し
て
は
、
正
統
的
な
考

え
方
を
私
は
推
し
進
め
て
い
く
よ
り
し
か
た
が
な
い
と
、
こ
の
よ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
。

九
月
の
競
輪
の
問
題
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
の
競
輪
の
中
止
に
つ
き
ま
し
て
は
、
周
囲
の
状
況
、
あ
る
い
は
通
産
局
の
意
向
と
い
う
よ

う
な
も
の
を
休
し
ま
し
た
場
合
、
担
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
に
は
、
中
止
す
る
の
が
一
番
ま
だ
次
密
の
策
で
あ
ろ
う
と
い
う
よ
う
な
観

点
に
立
っ
て
、
や
む
を
得
ず
中
止
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
よ
う
な
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

0
議
長
（
山
口
信
生
君
）

ご
指
摘
の
同
盟
会
は
、

市
長
公
室
長
。

〔
市
長
公
室
長
（
三
輪
喜
代
司
君
）
登
培
〕

0
市
長
公
室
長
（
三
輪
喜
代
司
君
）

四
敦
国
追
期
成
同
盟
会
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
、

に
、
平
田
市
長
の
当
時
に
、
四
日
市
市
が
発
起
人
に
な
り
ま
し
て
、
沿
線
の
市
町
村
で
同
盟
会
を
つ
く
っ
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の

後
、
昭
和
四
十
六
年
度
ま
で
は
相
当
活
発
に
迎
動
等
を
行
っ
て
お
っ
た
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
特
に
滋
賀
県
側
、
あ
る
い
は
岐
阜
県
側
等

に
お
き
ま
し
て
、
国
道
八
号
線
、
あ
る
い
は
伊
吹
山
の
下
を
通
っ
て
お
り
ま
す
県
道
、
そ
れ
か
ら
四
日
市
関
ヶ
原
線
も
、
四
日
市
地
内
も
、

だ
ん
だ
ん
と
工
事
が
進
め
ら
れ
て
ま
い
り
ま
し
て
、
滋
賀
県
、
岐
阜
県
、
そ
れ
か
ら
福
井
県
、
こ
う
い
う
と
こ
ろ
の
ほ
う
か
ら
、

町
村
か
ら
、
も
う
こ
れ
は
必
要
は
な
い
ん
で
は
な
い
か
と
い
う
よ
う
な
話
も
出
て
ま
い
り
ま
し
て
、

ろ
い
ろ
な
道
路
計
画
等
も
出
て
ま
い
っ
て
お
り
ま
す
し
、
こ
の
期
成
同
盟
会
は
発
展
的
に
解
消
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
、
沿

線
の
市
町
村
の
ほ
う
へ
そ
の
慟
き
か
け
を
し
た
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

た
だ
岐
阜
県
の
上
石
津
が
、
こ
れ
が
非
常
に
あ
の
関
ヶ
原
線
の
中

で
道
路
の
悪
い
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
上
石
津
の
町
の
名
前
で
運
動
を
し
た
ん
で
は
、
ど
う
し
て
も
建
設
省
の
ほ
う
も
動
い
て
く
れ

現
在
、

四
日

シ
ャ
ー
プ
勧
告
の
意
図
し
た
と
こ
ろ

わ
れ
わ
れ
も
こ
れ
に
か
わ
る
べ
き
い
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本
件
に
つ
き
ま
し
て
の
ご
質
問
の
回
答
は
、

0
下
水
道
部
長
（
美
涙
部
拇
美
君
）

お
答
え
を
さ
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

た
し
か
六
月
の
本
会
諮
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
小
井
議
員
の
ほ
う
か
ら
も
、

〔
下
水
道
部
長
（
美
涙
部
栂
美
君
）
登
培
〕

l
 ー2

 

一
応
こ
れ
—

〇
諮
長
（
山
口
信
生
君
）

下
水
道
部
長
。

部
終
了
し
た
の
か
、

あ
る
い
は
ど
の
程
度
残
っ
て
お
る
の
か
、

こ
の
点
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

登
記
に
よ
る
問
題
が
こ
こ
に
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
が
、

る
よ
う
に
私
は
思
う
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

点
目
に
つ
き
ま
し
て
は
、

私
も
十
分
勉
弥
し
て
お
ら
ぬ
の
で
申
し
わ
け
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、

こ
の
四
十
七
年
度
の
事
業
を
行
っ
た
経
過
の
中
で
、

こ
の
点
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
完
ぺ
き
に
登
記
手
続
も
全

登
記
の
問
題
、

登
記
、
い
わ
ゆ
る
土
地
の
買
収
な
ど
、

こ
れ
が
若
干
残
っ
て
お

こ
の
点
に
つ
い
て
お
伺
い
し
た
い
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

と
に
よ
り
、
委
託
料
に
五
百
五
万
並
び
に
云
々
と
、
こ
う
書
い
て
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
こ
の
問
題
に
つ
き
ま
し
て
、
ど
の
よ
う
な
状
況
で

あ
っ
た
か
と
い
う
こ
と
を
、
ご
説
明
を
お
顧
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

第
二
点
目
に
つ
き
ま
し
て
は
、
財
産
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
他
私
有
財
産
の
問
題
が
何
回
か
出
て
お
り
ま
す
が
、

一
例
を
あ
げ
ま
す
と
、
南

塩
浜
保
有
固
の
土
地
を
借
り
て
お
り
ま
し
て
、
今
回
、
移
転
改
築
に
よ
り
ま
し
て
よ
く
な
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
そ
の
他
学
校
等
に

私
有
財
産
の
あ
る
学
校
が
あ
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
こ
ら
の
問
題
を
ど
の
よ
う
に
処
理
な
さ
っ
て
こ
ら
れ
た
か
、

学
校
等
に
お
き
ま
し
て
、
今
日
ま
で
迎
動
楊
等
、

お
き
ま
し
て
も
、

路
事
業
計
両
変
更
等
、

申
諮
内
作
成
業
務
委
託
料
に
か
か
る
ボ
ン
プ
建
設
設
骰
、
工
場
排
水
の
処
理
等
に
つ
い
て
協
説
検
討
を
要
し
た
こ

市
下
水
蹄
新
設
改
良
代
に
お
い
て
、

m池
ボ
ソ
プ
場
調
究
設
計
委
託
に
関
し
て
、

天
白
川
の
は
け
口
個
所
で
す
か
、

及
び
塩
浜
都
市
下
水

0
大
島
武
雄
君

ま
ず
第
一
点
は
、
土
木
費
に
お
き
ま
す
不
用
額
が
三
千
九
百
万
、
あ
る
い
は
事
業
の
繰
越
金
等
、
出
て
お
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

特
に
私
が
お
尋
ね
し
た
い
の
は
、

こ
こ
に
、
監
在
委
員
の
音
心
見
因
の
中
の
一
ー
ペ
ー
ジ
に
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
書
か
れ
て
お
り
ま
す
°
都

二
、
三
お
尋
ね
い
た
し
ま
す
。

な
い
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
、
期
成
同
盟
会
は
そ
の
ま
ま
置
い
と
い
て
も
ら
い
た
い
と
、
こ
れ
は
当
初
か
ら
の
刷
会
長
の
希
望
で
ご
ざ
い

ま
す
。
そ
う
い
う
ふ
う
な
強
い
要
諮
が
ご
ざ
い
ま
し
て
、
私
ど
も
も
、
解
消
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
は
い
ま
で
も
持
っ
て
お
り
ま
す
が
、

そ
う
い
う
過
去
の
い
ろ
い
ろ
な
私
の
ほ
う
か
ら
働
き
か
け
た
と
い
う
よ
う
な
経
過
等
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
名
前
だ
け
は
期
成
同
盟
会
と

し
て
あ
げ
れ
る
よ
う
に
し
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、

し
て
、
こ
の
予
罫
は
、

が
出
て
お
り
ま
す
が
、

〇
謡
長
（
山
口
信
生
君
）

〔
伊
藤
信
一
君
登
培
J

0
伊
藤
倍
一
君

う
い
う
こ
と
は
委
員
会
で
や
れ
と
い
う
よ
う
な
お
話
で
ご
ざ
い
ま
し
た
の
で
、
あ
と
は
委
員
会
の
ほ
う
で
い
ろ
い
ろ
と
審
議
を
お
願
い
す

終
わ
り
ま
す
。

る
こ
と
に
い
た
し
ま
す
。

い
と
思
い
ま
す
。

な
お
、
こ
う
い
う
期
成
同
盟
会
に
つ
き
ま
し
て
は
、

四
十
七
年
度
は
執
行
い
た
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
し
た
が
い
ま
し
て
、
こ
こ
で
企
画
費
の
中
の
負
担
金
の
ほ
う
で
残

そ
の
お
も
な
も
の
は
、

伊
藤
信
一
君
。

し
た
が
っ
て
、
こ
れ
の
運
動
骰
等
は
上
石
洋
町
自
体
で
お
や
り
に
な
っ
て
お
り
ま

四
敦
国
道
期
成
同
盟
会
の
負
担
金
で
ご
ざ
い
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
ご
ざ
い
ま
す
が
、

で
き
る
限
り
整
理
を
し
て
い
く
よ
う
に
し
て
い
き
た

だ
い
ぶ
ん
い
ろ
い
ろ
問
題
も
ご
ざ
い
ま
す
し
、
私
自
身
も
も
う
少
し
た
だ
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、

0
議
長
（
山
口
信
生
君
）

大
島
武
雄
君
゜

〔
大
島
武
雄
君
登
坦
〕

そ
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以
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。

だ
道
絡
に
つ
き
ま
し
て
、
若
干
残
っ
て
お
り
ま
す
。

ら
の
こ
と
で
お
触
れ
に
な
り
ま
し
て
、
答
弁
を
さ
し
て
い
た
だ
い
た
の
で
す
が
、
あ
ら
た
め
て
今
回
も
う
一
度
、
ご
質
問
に
対
し
て
そ
の

雨
池
の
ポ
ソ
プ
場
の
設
計
に
つ
き
ま
し
て
、

れ
わ
れ
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

に
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

は
け
口
の
問
題
は
、
ご
承
知
の
よ
う
に
、
大
井
の
川
に
高
潮
で
つ
く
り
ま
し
た
県
の
排
水

ポ
ソ
プ
と
樋
門
が
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
水
猥
の
能
力
、

そ
れ
か
ら
今
回
、

能
力
と
い
う
こ
と
か
ら
、
県
の
ほ
う
と
技
術
的
な
問
題
の
調
整
が
難
航
い
た
し
ま
し
て
、
内
部
へ
放
流
す
る
と
い
う
こ
と
が
、
現
実
の
問

題
と
し
て
は
い
ろ
い
ろ
と
問
題
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
、
高
潮
の
樋
門
を
越
え
て
外
の
ほ
う
へ
放
流
し
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、

そ
の
こ
と
等
に
つ
い
て
検
討
、
協
諮
を
し
て
お
っ
た
と
、

そ
の
問
題
に
つ
い
て
船
溜
場
も
ご
ざ
い
ま
す
し
、
あ
ま
り
下
流
に
参
り
ま
す
と
、
工
事
骰
が
膨
大
な
も
の

そ
う
い
う
こ
と
が
原
因
で
ご
ざ
い
ま
す
。
現
状

と
い
た
し
ま
し
て
は
、
す
で
に
こ
れ
ら
の
代
用
は
全
部
支
払
い
済
み
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
作
業
は
終
了
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
か
ら
な
お
、
さ
ら
に
塩
浜
都
市
下
水
路
の
内
容
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
、

て
の
根
本
的
な
再
検
討
を
さ
せ
て
お
っ
た
と
い
う
こ
と
と
、
さ
ら
に
は
、
拡
大
す
る
ポ
ン
プ
場
の
用
地
の
問
題
に
つ
き
ま
し
て
、
大
蔵
省

の
用
地
あ
る
い
は
内
部
企
業
の
用
地
と
い
う
も
の
を
選
定
い
た
し
ま
し
て
、
こ
れ
ら
の
方
々
と
い
ろ
い
ろ
用
地
の
問
題
、
あ
る
い
は
県
、

国
等
の
慈
見
等
を
調
整
し
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
具
体
的
に
本
作
業
に
入
れ
な
か
っ
た
。

そ
の
問
題
に
つ
き
ま
し
て
も
、
企
業
等
の
理
解
と
協
力
に
よ
り
ま
し
て
一
応
め
ど
が
つ
き
ま
し
た
の
で
、
作
業
に
入
っ
て
、
現
状
で
は

な
お
、
官
士
町
の
排
水
の
改
良
問
題
に
つ
き
ま
し
て
は
、
海
蔵
川
の
左
岸
に
農
業
用
水
路
が
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
、
海
蔵
川
に
布

設
さ
れ
ま
し
た
嚢
業
用
井
せ
き
か
ら
左
岸
に
取
り
入
れ
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
ち
ょ
う
ど
こ
れ
と
三
ッ
谷
町
か
ら
の
流
れ
て
く
る
水
路

が
立
体
交
差
い
た
し
ま
す
。
そ
れ
ま
で
の
段
階
の
工
事
は
進
め
た
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、

業
が
、
早
う
え
あ
る
い
は
苗
田
に
対
す
る
水
の
問
題
等
か
ら
、
た
ま
た
ま
時
期
が
合
致
い
た
し
ま
し
て
、

立
て
て
か
ら
工
事
を
や
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
地
元
の
ご
要
詰
が
あ
り
ま
し
て
、
や
む
を
得
な
い
も
の
と
い
う
考
え
か
ら
、
調
整
を
し
て
繰

り
越
し
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
も
う
現
在
と
し
ま
し
て
は
、
こ
れ
も
工
事
が
す
べ
て
完
了
い
た
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
報
告
い
た
し
ま

〇
諮
長
（
山
口
信
生
君
）

〔
市
長
（
岩
野
見
齊
君
）
登
附
〕

0
市
長
（
岩
野
見
齊
君
）

学
校
そ
の
他
に
借
り
受
け
て
お
り
ま
す
私
有
地
の
問
題
に
つ
き
ま
し
て
は
、
逐
次
こ
れ
を
買
い
上
げ
る
方
針

一
度
に
全
部
と
い
う
わ
け
に
は
い
っ
て
お
り
ま
せ
ん
し
、
ま
た
、
現
在
も

私
有
地
を
借
り
上
げ
て
お
る
分
も
ご
ざ
い
ま
す
が
、
代
し
て
い
た
だ
い
て
お
る
方
々
の
ご
事
俯
を
よ
く
承
り
ま
し
て
、
切
実
な
問
題
で
、

も
う
こ
れ
以
上
お
借
り
し
て
お
く
の
が
非
常
に
負
担
に
な
る
と
か
、
公
平
を
欠
く
と
い
っ
た
よ
う
な
場
合
に
は
、

い
上
げ
て
い
く
と
、
こ
う
い
う
方
針
で
進
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

〇
議
長
（
山
口
信
生
君
）

土
木
部
長
。

〔
土
木
部
長
（
杉
本
義
広
君
）
登
瑕
〕

0
土
木
部
長
（
杉
本
義
広
君
）

登
記
事
務
に
つ
き
ま
し
て
は
、

雨
池
川
改
修
計
画
に
伴
い
ま
す
十
年
確
率
等
に
対
し
て
のわ

工
場
排
水
の
将
来
計
画
と
い
う
も
の
に
つ
き
ま
し

立
体
交
差
の
段
階
で
、
た
ま
た
ま
農

四
十
七
年
度
に
お
き
ま
し
て
は
、

で
き
る
だ
け
こ
れ
を
買

四
分
六
方
式
を
と
り
ま
し
て
、
手
付

で
四

0
％
支
払
い
い
た
し
ま
し
て
、
残
り
六

0
％
は
、
登
記
完
了
と
い
っ
た
よ
う
な
方
式
を
と
っ
て
お
り
ま
し
て
、
ほ
と
ん
ど
完
了
し
て

ご
ざ
い
ま
す
が
、
過
年
度
に
お
き
ま
す
と
こ
ろ
の
未
登
記
分
は
、
数
字
的
に
こ
こ
で
ち
ょ
っ
と
持
ち
合
わ
せ
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
す
が
、
ま

で
ま
い
っ
て
お
り
ま
す
が
、
財
政
の
状
況
な
ん
か
か
ら
し
て
、

市
長
。

す。 す
で
に
こ
の
委
託
作
業
も
終
了
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

理
由
を
お
答
え
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
応
そ
う
い
う
も
の
を
め
ど
に

-23-
-22-



〇
諮
長
（
山
口
信
生
君
）

大
島
武
雄
君
゜

〔
大
島
武
雄
君
登
培
〕

0
大
島
武
雄
君

た
だ
い
ま
お
答
え
い
た
だ
き
ま
し
た
ん
で
す
が
、
委
員
会
で
十
分
ご
検
討
い
た
だ
き
た
い
も
の
と
、
さ
ら
に
、
ま
あ
処

理
を
さ
れ
て
い
る
ん
で
す
が
、
若
干
問
題
と
し
て
い
ろ
い
ろ
耳
に
入
っ
て
お
る
こ
と
を
二
、
三
申
し
上
げ
ま
す
と
、
ま
ず
水
沢
中
学
の
土

地
の
問
題
、

そ
れ
か
ら
納
屋
小
学
校
の
、
当
時
建
設
さ
れ
ま
し
た
建
設
委
員
会
が
処
置
し
た
問
題
等
教
育
委
員
会
及
び
市
に
は
関
係
な
い

と
思
わ
れ
ま
す
け
れ
ど
も
、
こ
の
校
舎
建
設
、
あ
る
い
は
学
校
拡
張
等
に
よ
り
ま
す
残
の
仕
事
が
、
ま
だ
十
分
処
理
さ
れ
て
な
い
問
題
が

出
て
お
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
う
い
う
点
も
十
分
当
局
で
ひ
と
つ
ご
検
討
い
た
だ
き
ま
し
て
、
早
急
に
解
決
を
し
て
い
た
だ
き
た
い

0
議
長
（
山
口
信
生
君
）

土
木
費
の
中
で
、
先
般
来
問
題
に
し
て
ま
い
り
ま
し
た
各
都
市
下
水
跨
の
ボ
ン
ブ
場
維
持
管
理
骰
の
原
因
者
負
担
と
、

こ
の
問
題
が
四
十
七
年
度
で
締
め
て
幾
ら
徴
収
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
か
と
い
う
こ
と
、

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
面
池
の
建
設
改
良
骰
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
一
体
ど
う
な
っ
た
か
を
、
具
体
的
に
明
ら
か
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

〔
下
水
道
部
長
（
美
楼
部
栂
美
君
）
登
培
〕

0
下
水
道
部
長
（
美
浪
部
博
美
君
）

第
一
点
の
都
市
下
水
路
維
持
管
理
牝
の
問
題
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
ち
ょ
っ
と
本
年
度
の
総
頷
に
つ
き
ま
し
て
、

ご
ざ
い
ま
せ
ん
の
で
、

下
水
道
部
長
。

具
体
的
な
数
字
に
つ
き
ま
し
て
は
、
．
委
員
会
の
ほ
う
へ
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
が
、

雨
池
の
問
題
に
つ
き
ま
し
て
は
、

0
議
長
（
山
口
信
生
君
）

一
応
対
象
に
な
る
各
ボ
ン
プ
場
に
つ
き
ま
し
て
は
、
す
べ
て
関
係
企
業
と
調
定
を
し
て
終
了

い
た
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
十
二
月
、
あ
る
い
は
三
月
末
ま
で
に
、

目
下
、
企
業
と
基
本
的
な
問
題
に
つ
き
ま
し
て
話
し
合
い
中
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
れ
も
本
年
度
中

に
は
、
全
体
の
問
題
と
し
て
、
事
業
分
担
金
を
含
め
、
解
決
で
き
る
も
の
と
確
信
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
過
去
の
維
持
管
理
代
に
つ
い
て
問
題
に
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、

に
聞
い
て
お
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
塩
浜
の
ク
リ
ー
ク
の
場
合
に
は
、
何
か
前
平
田
市
長
時
代
に
、
覚
え
害
き
が
あ
る
と
か
な
い
と
か

と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
こ
の
雨
池
、

羽
津
、
宮
田
、
宮
洲
と
、
幾
つ
か
の
ポ
ン
プ
場
に
つ
い
て
、
先
ほ
ど
下
水
道
部

長
か
ら
ご
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
、
四
十
七
年
度
に
つ
い
て
は
、

れ
た
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
少
な
く
と
も
役
所
の
行
政
の
い
ろ
い
ろ
の
中
で
、
た
と
え
ば
税
金
の
面
で
も
、

ぽ
る
と
か
な
ん
と
か
い
う
こ
と
が
、

ー
つ
の
某
本
に
な
っ
て
い
る
と
思
う
ん
で
す
。
少
な
く
と
も
こ
の
面
で
も
、

さ
か
の
ぼ
っ
て
処
理
を
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
、

必
要
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

こ
の
点
に
つ
い
て
、
な
ぜ
四
十
七
年
度
だ
け
に
限
る
の
か
、

0
小
井
道
夫
君

〔
小
井
道
夫
君
登
培
〕 小

井
道
夫
君
゜

を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

い
た
し
ま
し
て
も
、
本
年
で
も
ち
ま
し
て
、 お

答
え
い
た
し
ま
す
。

〇
誠
長
（
山
口
信
生
君
）

す。 0
小
井
道
夫
君

〔
小
井
道
夫
君
登
坦
〕 小

井
迎
夫
君
゜

そ
の
点
だ
け
、
亜
望
中
し
上
げ
ま
す
。

と
思
い
ま
す
。

そ
れ
を
具
体
的
に
ひ
と
つ
明
ら
か
に
し
て
い
た

い
ま
ち
ょ
っ
と
記
憶
が

い
ず
れ
に

そ
れ
ら
の
協
定
に
甚
づ
い
て
全
頷
納
入
さ
れ
る
と
い
う
ふ
う
に
確
信

四
十
七
年
度
だ
け
の
徴
収
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
や

一
応
、
汚
水
排
出
飛
に
甚
づ
い
た
徴
収
と
い
う
形
で
処
理
が
な
さ

五
年
前
に
さ
か
の

や
は
り
最
低
五
年
前
に

そ
の
点
を
い
ま
一
度
明
ら
か
に
し
て
い
た
だ
き
、
さ
ら
に
伊
藤
議
員
も
指
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程
第
六

談
案
第
百
四
十
六
号

0
議
長
（
山
口
信
生
君
）

次
に
、

日
程
第
四

議
案
第
百
四
十
四
号

四
日
市
市
立
教
育
集
会
所
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
の
三
件
を
一
括
議
題
と
い
た
し
ま
す
。

四
日
市
市
職
員
給
与
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
、
な
い
し
日

日
程
第
六

誤
案
第
百
四
十
六
号
四
日
市
市
立
教
育
机
会
所
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

日
程
第
四

休
憩
中
に
互
選
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
決
算
特
別
委
員
会
の
正
副
委
員
長
の
氏
名
を
報
告
い
た
し
ま
す
。

，
伊
藤

談
案
第
百
四
十
四
号

四
日
市
市
職
員
給
与
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
、
な
い
し

以
上
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

副

委

員

長

後

藤

藤

太

郎

君

委

員

長

太

郎

君

0
議
長
（
山
口
信
生
君
）

休
憩
前
に
引
き
続
き
、
会
談
を
開
き
ま
す
。

午
前
十
一
時
三
十
二
分
再
開

午
前
十
一
時
十
一
分
休
憩

咽
時
、
休
憩
い
た
し
ま
す
。

会
の
委
員
に
選
任
す
る
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。

福

田

香

史

君

〔
「
異
諮
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

0
議
長
（
山
口
信
生
君
）

六

平

翌

司

君

橋

本

建

治

君

山

中

忠

一

君

吉
垣
照
男
君
、
以
上
の
十
一
＿
一
人
を
指
名
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
に
ご
異
諮
あ
り
ま
せ
ん
か
。

ご
異
談
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、

坪
井
妙
子
君
．

出

井

拇

君

粉

川

茂

君

志

梢

政

一

君

の
規
定
に
よ
り
、

0
議
長
（
山
口
信
生
君
）

摘
さ
れ
ま
し
た
よ
う
に
、

0
議
長
（
山
口
信
生
君
）

四
日
市
の
財
政
逼
迫
の
お
り
で
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
、
排
出
椋
、
汚
染
源
、
は
っ
き
り
し
て
い
る
問
題
で
ご
ざ
い

ま
す
か
ら
、
取
る
べ
き
も
の
は
き
ち
っ
と
取
る
と
い
う
こ
と
で
、
特
別
委
員
会
で
も
あ
ら
た
め
て
論
諮
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
に
、

〔
「
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

他
に
ご
質
疑
も
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
こ
れ
を
も
っ
て
、
質
疑
を
終
結
い
た
し
ま
す
。

お
は
か
り
い
た
し
ま
す
。
本
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
十
三
人
の
委
員
を
も
っ
て
構
成
す
る
決
算
特
別
委
員
会
を
設
骰
し
、
こ
れ
に
付
託

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

0
議
長
（
山
口
信
生
君
）

ご
異
談
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
本
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
十
一
＿
一
人
の
委
員
を
も
っ
て
構
成
す
る
決
符

特
別
委
員
会
を
設
骰
し
、
こ
れ
に
付
託
す
る
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。

青

山

峯

男

君

次
に
、

た
だ
い
ま
設
置
さ
れ
ま
し
た
特
別
委
員
会
の
委
員
の
選
任
に
つ
き
ま
し
て
は
、
委
員
会
条
例
第
六
条

伊

藤

太

郎

君

後
藤
膝
太
郎
君

伊

藤

信

一

君

い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
に
ご
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。

〇
諮
長
（
山
口
信
生
君
）

他
に
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

ひ
と
つ
お
願
い
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

た
だ
い
ま
指
名
い
た
し
ま
し
た
十
三
人
の
諸
君
を
、
決
勾
特
別
委
員
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ま
す
。

お
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

0
小
井
道
夫
君

〔
小
井
道
夫
君
登
坦
〕

小
井
道
夫
君
゜

〔
市
長
（
岩
野
見
齊
君
）
登
壇
〕

た
だ
い
ま
ご
上
程
の
各
諮
案
に
つ
い
て
、
ご
説
明
申
し
上
げ
ま
す
o
,
.
，

0
市
長
（
岩
野
見
齊
君
）

謡
案
第
百
四
十
四
号
＇
職
員
給
与
条
例
の
一
部
改
正
案
は
、
本
年
八
月
、
人
事
院
が
国
家
公
務
員
の
一
般
職
の
給
与
に
つ
い
て
、
某
本

給
の
引
き
上
げ
、
1

扶
許
手
当
、
住
居
手
当
及
び
通
勤
手
当
の
節
の
引
き
上
げ
を
、
四
月
一
日
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
実
施
す
る
こ
と
な
ど
を
勧

告
し
、
国
は
、
さ
き
の
第
七
十
一
国
会
に
お
い
て
、
国
家
公
務
員
の
給
与
関
係
法
の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

本
市
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
こ
の
勧
告
の
趣
旨
を
尊
重
し
、
国
家
公
務
員
の
給
与
改
定
の
措
樅
に
準
じ
、
給
料
月
額
、
扶
狩
手
当
、
住

居
手
当
及
び
通
勁
手
当
の
増
領
を
四
月
一
日
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
実
施
す
る
と
と
も
に
、
本
年
九
月
一
日
以
降
の
宿
日
直
手
当
の
額
を
引
き

上
げ
る
よ
う
、
所
要
の
改
正
を
お
願
い
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

乳
児
の
医
療
骰
の
助
成
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
案
は
、
一
歳
未
満
の
乳
児
に
か
か
る
医
療
股
の
公
費
負
担

制
度
を
本
年
度
新
規
単
独
事
業
と
し
て
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
本
年
十
月
一
日
か
ら
は
、
補
助
事
業
と
し
て
県
の
助
成
制
度
が
実

施
せ
ら
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
助
成
の
対
象
を
二
歳
未
満
の
乳
幼
児
と
し
、
居
住
期
間
及
び
所
得
に
よ
る
制
限
を
撤
廃
す
る
な
ど
、
県
下
同

一
歩
調
に
よ
る
制
度
と
し
て
実
施
す
る
た
め
、
所
要
の
改
正
を
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

市
立
教
育
集
会
所
条
例
の
制
定
案
は
、
同
和
地
区
及
び
そ
の
周
辺
の
住
民
を
対
象
と
し
て
、
教
育
文
化
の
振
典

を
は
か
る
た
め
の
施
設
と
し
て
日
永
二
丁
目
地
内
に
建
設
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
教
育
集
会
所
が
こ
の
ほ
ど
完
成
い
た
し
ま
し
た
の
で
、

そ
の
名
称
を
市
立
栄
教
育
集
会
所
と
し
て
、
設
樅
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
を
制
定
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

ど
う
か
よ
ろ
し
く
ご
帝
談
い
た
だ
き
、
ご
決
談
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
顧
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ご
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
発
言
願
い
ま
す
。

議
案
第
百
四
十
四
号
の
職
員
給
与
条
例
の
一
部
改
正
に
関
連
し
て
、

ー
つ
の
問
題
は
、
今
度
の
給
与
条
例
の
改
正
が
労
働
組
合
の
ほ
う
と
当
局
と
の
ほ
う
と
で
一
応
の
妥
結
を
見
て
、
提
案
さ
れ
て
き
て
お

る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
こ
の
内
容
に
つ
い
て
、
こ
れ
が
現
在
の
激
し
い
物
価
高
の
中
で
生
活
を
満
た
す
に
足
る
だ
け
の
内
容

で
あ
る
か
ど
う
か
と
、
こ
の
点
に
つ
い
て
の
問
題
で
ご
ざ
い
ま
す
。

前
年
度
の
各
月
の
対
比
に
お
き
ま
し
て
、
こ
の
七
、

て
お
り
ま
す
し
、
な
お
一
そ
う
物
価
の
値
上
げ
と
い
う
も
の
が
深
刻
な
問
題
で
あ
り
、
生
活
の
苦
し
さ
と
い
う
も
の
に
反
映
し
て
く
る
と

、
官
公
労
、
そ
し
て
民
間
の
労
働
組
合
等
に
お
き
ま
し
て
は
、
年
末
手
当
と
は
別
に
イ
ソ

思
う
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
そ
う
い
う
中
で

五
％
の
再
貨
上
げ
を
要
求
す
る
ん
だ
と
い
う
動
き
が
出
て

フ
レ
手
当
を
要
求
す
る
ん
だ
と
、
あ
る
い
は
公
務
員
共
闘
に
お
き
ま
し
て
も
、

こ
と
し
の
四
月
の
対
比
に
お
け
る
人
事
院
勧
告
を
ペ
ー
ス
と
し
て
、
今
度
の
改
定
が
行
わ
れ
る
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
う
い
う
こ
の

激
し
い
物
価
高
、
そ
し
て
労
働
者
の
中
に
お
け
る
そ
う
い
う
新
し
い
動
き
、
運
動
と
か
か
わ
っ
て
、
ど
う
い
う
ふ
う
に
お
考
え
に
な
っ
て

お
る
か
。
今
度
の
場
合
、
期
末
手
当
の
増
額
も
行
わ
れ
て
お
ら
な
い
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
点
に
つ
い
て
、
な
お
今
後
、
問
題
が
、

労
働
組
合
と
の
関
係
に
お
き
ま
し
て
も
出
て
く
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
点
に
つ
い
て
、
ま
ず
明
ら
か
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

0
議
長
（
山
口
信
生
君
）

諮
案
第
百
四
十
六
号

諮
案
第
百
四
十
五
号

市
長
。

提
案
理
由
の
説
明
は
、

提
案
理
由
の
説
明
を
求
め
ま
す
。

お
尋
ね
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

八
カ
月
、
毎
月
政
府
統
計
に
よ
っ
て
さ
え
十
数
％
の
大
幅
な
物
価
値
上
が
り
を
し

お
皿
き
及
び
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。
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ざ
い
ま
す
。

〇
助
役
（
加
胚
究
嗣
君
）

〔
助
役
（
加
森
究
嗣
君
）
登
培
〕

助
役
。

伺
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

二
点
目
は
、
た
と
え
ば
保
育
園
施
設
の
保
母
さ
ん
の
問
題
で
す
。

た
い
へ
ん
応
募
者
が
少
な
く
て
、
保
育
園
の
現
場
、
職
場
で
は
、
保
母
さ
ん
の
労
慟
過
重
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
う
い
う
需
給
関
係

に
お
い
て
も
、

そ
し
て
一
日
じ
ゅ
う
長
時
間
に
わ
た
っ
て
子
供
た
ち
と
苦
労
を
し
て
い
る
保
母
さ
ん
た
ち
の
貨
金
水
準
が
、
今
度
の
給
与

改
定
の
中
で
は
、
何
ら
検
討
さ
れ
、
改
善
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
お
ら
な
い
わ
け
で
す
。
こ
の
点
、
た
と
え
ば
幼
稚
園
の
教
諭
と

の
そ
の
仕
事
の
内
容
、
あ
る
い
は
需
給
関
係
、
そ
う
い
う
関
係
と
も
比
較
し
ま
し
て
も
、
保
母
さ
ん
の
賃
金
水
準
が
現
状
で
い
い
と
い
う

ど
う
し
て
こ
う
い
う
面
の
も
っ
と
栢
極
的
な
対
策
が
、
今
度
の
給
与
改
定
の
中
で
と
ら
れ
て
お
ら
な
い
の
か
。
教
育
民
生
委
員
会
の
場

に
お
き
ま
し
て
も
、
絶
え
ず
そ
の
保
母
さ
ん
の
職
員
の
不
足
と
い
う
問
題
が
論
議
を
さ
れ
て
き
て
い
る
。
現
実
に
そ
の
職
員
の
採
用
の
基

郎
等
も
引
き
下
げ
て
ま
で
対
策
を
し
て
き
て
お
る
。
そ
う
い
う
中
で
、

せ
め
て
そ
う
い
う
給
与
の
面
な
ん
か
で
も
、
も
っ
と
栢
極
的
な
手

だ
て
が
打
た
れ
な
き
ゃ
な
ら
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
こ
の
点
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
お
考
え
な
の
か
。

さ
ら
に
は
、
病
院
の
医
師
、
看
設
婦
、
こ
う
い
う
方
々
の
賃
金
、
待
遇
の
問
題
で
す
。

病
院
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
ま
た
後
日
、
私
は
取
り
上
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
き
ょ
う
は
緊
急
質
問
を
さ

せ
て
い
た
だ
こ
う
と
思
い
ま
し
た
ら
、
ど
う
も
取
り
上
げ
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
で
し
た
。
非
常
に
残
念
に
思
う
ん
で
す
が
、
そ
の
中
で
の

待
遇
、
貨
金
問
題
だ
け
に
つ
い
て
一
ぺ
ん
ひ
と
つ
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
現
実
に
市
立
病
院
が
い
ま
た
い
へ
ん

な
事
態
に
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
ど
ん
ど
ん
や
め
て
い
き
ま
す
。
そ
う
い
う
看
設
婦
さ
ん
た
ち
の
、

而
も
、
貨
金
の
改
将
、
今
度
の
中
に
ど
う
し
て
梢
極
的
に
織
り
込
ん
で
、

そ
の
ほ
か
に
も
幾
つ
か
の
職
種
に
分
か
れ
て
お
り
ま
す
か
ら
、

〇
談
長
（
山
口
信
生
君
）

そ
し
て
人
不
足
の
解
消
の
問
題
の
一
助
に
も
し
て
い
く
と
い
う
、

そ
う
い
う
手
だ
て
が
と
ら
れ
て
お
ら
な
い
の
か
、
こ
の
点
の
、
こ
れ
か
ら
の
考
え
方
を
ひ
と
つ
伺
っ
て
み
た
い
と
思
う
わ
け
で
す
。

い
ろ
い
ろ
問
題
が
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
さ
し
あ
た
り
こ
の
点
を
お

百
四
十
四
号
の
談
案
に
関
連
を
い
た
し
ま
し
た
小
井
議
員
の
ご
質
問
に
、

最
近
の
物
価
腕
費
、
こ
れ
に
竹
金
ア
ッ
プ
に
お
い
て
ど
う
対
応
さ
せ
て
い
く
か
と
い
う
問
題
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

上
げ
る
ま
で
も
な
く
、
最
近
の
物
価
の
値
上
げ
と
い
う
も
の
は
、
異
常
な
も
の
が
あ
ろ
う
か
と
い
う
ふ
う
に
思
い
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
状
況
下
に
お
き
ま
し
て
、
賃
上
げ
が
行
な
わ
れ
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

9

本
来
、
今
度
の
ベ
ー
ス
ア
ッ
ブ
は
、

ス
ラ
イ
ド
し
て
従
来
の
給
料
を
ア
ッ
プ
さ
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
、

で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
種
々
組
合
と
の
話
し
合
い
の
結
果
、
こ
こ
に
ご
提
案
申
し
上
げ
ま
し
た
よ
う
な
形
に
な
っ
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

私
は
、
こ
の
給
料
表
を
見
ま
し
て
、
四
日
市
の
す
べ
て
の
職
員
が
、
こ
の
給
料
表
の
中
で
処
説
を
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

し
た
が
い
ま
し
て
、
保
母
さ
ん
あ
る
い
は
府
詭
婦
さ
ん
等
、
特
別
の
配
應
は
、
こ
の
中
で
は
な
さ
れ
て
な
い
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
う

い
っ
た
点
で
、
こ
の
給
料
表
と
い
う
も
の
は
、
過
去
十
ヵ
年
間
、
こ
れ
に
よ
っ
て
迎
営
を
さ
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
で
き
上
が
っ
た
当
初

と
今
日
と
を
比
較
を
い
た
し
ま
す
と
、
や
は
り
他
都
市
と
の
比
較
に
お
き
ま
し
て
も
、
非
常
に
無
理
な
面
が
あ
ろ
う
か
と
い
う
ふ
う
に
考

え
て
お
り
ま
す
。

一
応
一
番
無
難
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
お
っ
た
わ
け

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
を
い
ま
直
ち
に
改
正
を
す
る
と
い
う
わ
け
に
も
ま
い
り
ま
せ
ん
の
で
、
こ
う
い
っ
た
い
ろ
い
ろ
職
種
、
職
階
の

問
題
等
を
含
め
ま
し
て
、
来
年
度
に
お
き
ま
し
て
は
、
こ
の
給
料
表
の
改
正
に
取
り
か
か
り
た
い
と
、

賃
金
と
い
う
も
の
は
、
な
か
な
か
歴
史
的
な
も
の
が
ご
ざ
い
ま
し
て
、

こ
と
に
は
な
ら
な
い
と
思
う
ん
で
す
。

そ
し
て
ま
た
医
師
の
不
足
と
い
う

お
答
え
を
申
し
上
げ
ま
す
。

い
ま
さ
ら
私
が
申
し

そ
れ
に

か
よ
う
に
考
え
て
お
る
わ
け
で
ご

一
挙
に
理
想
的
な
も
の
に
直
す
と
い
う
こ
と
は
む
ず
か
し
い
か
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以
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。

市
長
。

〇
助
役
（
加
藤
究
嗣
君
）

お
答
え
い
た
し
ま
す
。

〔
助
役
（
加
藤
究
嗣
君
）
登
坑
〕

助
役
。

い
ま
す
。

と
思
い
ま
す
が
、
十
分
た
だ
い
ま
お
話
の
あ
り
ま
し
た
よ
う
な
点
も
考
應
に
入
れ
ま
し
て
、
来
年
度
、
こ
れ
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
こ
と

に
つ
い
て
考
え
た
い
と
、

ろ
保
母
さ
ん
に
し
ろ
、

か
よ
う
に
考
え
て
お
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

最
近
の
激
し
い
物
価
高
で
、
先
ほ
ど
も
触
れ
ま
し
た
よ
う
に
、

イ
ン
フ
レ
手
当
と
か
、
あ
る
い
は
五
％
再
賃
上
げ
を
要

求
す
る
と
か
と
い
う
動
き
が
あ
る
わ
け
で
す
ね
。
そ
し
て
こ
れ
か
ら
、
年
末
闘
争
と
い
う
も
の
が
労
働
者
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
る
わ
け
で

市
職
労
に
お
き
ま
し
て
も
、
た
と
え
ば
年
末
手
当
の
交
渉
は
ま
だ
残
さ
れ
て
お
る
わ
け
で
す
が
、
そ
う
い
う
余
地
も
あ
る
中
で
、
今
日

の
物
価
高
の
中
か
ら
生
活
を
守
る
、
市
の
職
員
の
生
活
を
守
る
問
題
に
っ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
栢
極
的
な
お
考
え
を
持
っ
て
お
る
の
か
、

そ
れ
か
ら
、
給
料
表
の
改
正
、
こ
れ
は
あ
ま
り
大
き
な
問
題
で
は
な
い
ん
で
す
ね
。
問
題
は
そ
の
格
づ
け
で
す
よ
。
看
設
婦
さ
ん
に
し

そ
の
格
づ
け
を
ど
う
す
る
の
か
、
あ
る
い
は
ま
た
特
殊
勤
務
手
当
の
問
題
も
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
。
そ
う
い
う
問
題

を
な
ぜ
今
疫
の
ペ
ー
ス
改
定
と
合
わ
せ
て
栢
極
的
に
と
っ
て
、
現
実
に
不
足
し
て
い
る
そ
う
い
う
保
母
さ
ん
の
問
題
、
現
実
に
苦
労
し
て

い
る
保
母
さ
ん
の
問
題
、
府
設
婦
さ
ん
、
医
者
、
先
生
方
の
問
題
に
つ
い
て
対
処
す
る
梢
極
的
な
姿
勢
を
と
ら
れ
な
い
の
か
、
来
年
度
と

い
う
こ
と
で
な
し
に
、
な
お
今
年
度
残
さ
れ
た
余
地
が
当
然
あ
る
わ
け
で
す
。
そ
の
辺
の
こ
と
を
も
う
一
度
お
答
え
い
た
だ
き
た
い
と
思

〇
諮
長
（
山
口
信
生
君
）

期
末
手
当
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
か
ら
組
合
の
ほ
う
と
今
後
話
し
合
い
を
し
て
ま
い
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
の
で
、

い
い
方
向
を
見
つ
け
出
し
て
い
き
た
い
、
か
よ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
保
母
さ
ん
に
つ
き
ま
し
て
は
、

ス
ア
ッ
ブ
に
か
ら
ん
で
保
母
さ
ん
の
待
遇
改
善
を
い
ま
直
ち
に
打
ち
出
す
と
い
う
考
え
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

0
議
長
（
山
口
信
生
君
）

〔
市
長
（
岩
野
見
齊
君
）
登
坦
〕

0
市
長
（
岩
野
見
齊
君
）

い
ろ
い
ろ
問
題
が
あ
り
ま
す
が
、
大
体
充
足
を
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
ペ
ー

乃
設
婦
の
問
題
に
つ
き
ま
し
て
は
、
調
査
い
た
し
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、

は
い
え
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
｀
人
員
は
増
加
し
て
お
り
ま
す
。
産
休
と
か
あ
る
い
は
病
気
と
い
っ
た
よ
う
な
問
題
で
、
運
営
に
全
然
支
障
が

な
い
と
も
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
大
体
充
足
し
て
お
る
つ
も
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。
＇

な
お
、
十
二
月
に
な
り
ま
す
と
、
ポ
ー
ナ
ス
を
も
ら
っ
た
あ
と
で
退
職
す
る
と
い
う
よ
う
な
傾
向
が
数
年
来
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
，

本
年
は
そ
う
い
っ
た
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
極
力
、
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
し
、
ま
た
、
看
設
婦
の
不
足
と
い
う
問
題

は
全
国
的
な
問
題
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
特
に
市
立
四
日
市
病
院
に
お
い
て
そ
れ
が
著
し
い
と
い
う
わ
け
で
も
な
い
と
思
い
ま
す
。
．

、
慟
く
環
境
あ
る
い
は
人
の
つ
な
が
り
と
、
，
こ
う
い
っ
た
問
題
＇

た
だ
、
待
遇
の
問
題
だ
け
で
看
渡
婦
不
足
は
解
消
す
る
も
の
で
も
な
く

を
も
加
味
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

看
設
婦
の
問
題
に
つ
き
ま
し
て
は
、
な
お
十
分
、
病
院
の
ほ
う
と
打
ち
合
わ
せ
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
辺
の
と
こ
ろ
を
い
ま
一
度
伺
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

す。 0
小
井
追
夫
君

〔
小
井
道
夫
君
登
坦
〕

〇
談
長
（
山
口
信
生
君
）

小
井
道
夫
君
゜

以
上
で
、

お
答
え
と
い
た
し
ま
す
。

そ
の
中
に
お
い
て

四
十
四
年
度
か
ら
は
、
十
分
と
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本
日
は
、
こ
れ
を
も
っ
て
散
会
い
た
し
ま
す
。

午
前
十
一
時
五
十
二
分
散
会

次
回
は
、
来
た
る
十
一
月
二
日
午
後
一
時
か
ら
会
議
を
開
き
ま
す
。

以
上
を
も
ち
ま
し
て
、
本
日
の
日
程
は
全
部
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

談
案
第
一
四
六
号
四
日
市
市
教
育
択
会
所
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

四
日
市
市
職
員
給
与
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

付

託

諮

案

屁

表

0
議
長
（
山
口
信
生
君
）

他
に
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

い
と
い
う
ふ
う
に
私
は
思
い
ま
す
。

〔
小
井
道
夫
君
登
培
〕

0
小
井
追
夫
君

こ
の
認
識
は
、

し
ま
、

こ
オ
！

し
か
し
、

保
母
の
、
そ
し
て
看
護
婦
の
皆
さ
ん
の
充
足
状
況
が
そ
う
逼
迫
し
て
お
る
も
ん
で
は
な
い
と
い
う
ふ
う
な
お
話
で
す
が
、

た
い
へ
ん
現
状
に
マ
、
ッ
チ
し
て
い
な
い
。
特
に
市
立
病
院
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
市
長
の
ほ
う
で
そ
う
い
う
ご
答
弁
を
な

さ
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、

問
題
が
そ
れ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

保
母
、

い
う
姿
勢
を
、

〇
総
務
委
員
会

そ
し
て
府
賊
婦
の
皆
さ
ん
の
こ
の
状
況
の
問
題
に
つ
い
て
、

待
遇
だ
け
で
私
は
す
べ
て
そ
う
い
う
問
閻
が
解
決
す
る
と
は
思
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

た
と
え
ば
今
度
の
ペ
ー
ス
改
定
に
あ
た
っ
て
も
、
と
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
い
う
ふ
う
に
思
う
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

0
議
長
（
山
口
信
生
君
）

〔
「
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

議
案
第
一
四
四
号

0
教
育
民
生
委
員
会

議
案
第
一
四
五
号

他
に
ご
質
疑
も
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
こ
れ
を
も
っ
て
質
疑
を
終
結
い
た
し
ま
す
。

た
だ
い
ま
談
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
こ
れ
ら
三
件
を
、
そ
れ
ぞ
れ
関
係
の
常
任
委
員
会
に
付
託
い
た
し
ま
す
。

各
常
任
委
員
会
の
担
当
部
門
は
、

お
手
元
に
叫
布
い
た
し
ま
し
た
付
託
談
案
一
貌
表
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

四
日
市
市
乳
児
の
医
根
柑
の
助
成
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

〇
諮
長
（
山
口
信
生
君
）

0
議
長
（
山
口
信
生
君
）

小
井
道
夫
君
゜

（
昭
和
四
十
八
年
十
月
臨
時
会
）

現
場
を
よ
く
知
っ
て
お
み
え
に
な
ら
な
い
か
ら
で
す
。

こ
れ
は
一
応
私
も
こ
の
席
で
さ
ら
に
こ
れ
以
上
続
け
る
こ
と
は
や
め
ま
す
け
れ
ど
も
、

“・

＼ 

・:, 

,' 
r 

r̀ 

、ヽ

~. 
＼ 

あ
ら
た
め
て
徹
底
的
に
一
ぺ
ん
論
議
を
す
る
場
を
持
ち
た

四
日
市
の
中
で
も
っ
と
梢
極
的
な
そ
う
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昭

和

四

十

八

年

十

一

月

二

日

四

日

市

市

議

四
日
市
市
議
会
臨
時
会
会
議
録
（
第
二
号
）

会
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日
程
第
四
談
案
第
一
四
六
号
四
日
市
市
立
教
育
集
会
所
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

四
日
市
市
職
員
給
与
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

日
程
第

昭
和
四
十
八
年
十
一
月
二
日
（
金
）

諮
案
第
一
四
三
号

諮
案
第
一
四
四
号

諾
案
第
一
四
五
号

日
程
第
二

日
程
第
三

昭
和
四
十
七
年
疫
四
日
市
市
一
般
会
計
決
箕
並
び
に
各
特
別
会
計
等
決
勾
認
定
に
つ
い
て

四
日
市
市
監
且
給
与
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

．．．．．．．．．．．．．． 

四
日
市
市
乳
児
の
医
板
代
の
助
成
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
：
・
：
・

四
日
市
市
立
教
育
集
会
所
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
：

．．．．．．．．．．．． 

議
案
第
一
四
三
号

議
案
第
一
四
四
号

議
案
第
一
四
五
号

0
出
席
談
員
（
三
十
七
名
）

0
本
日
の
会
議
に
付
し
た
事
件

第
四
諮
案
第
一
四
六
号

T
'
 

夕
” T

'
 

と ケ
9k

d
 

0
議

事

日

程

第

二

号

午
後
一
時
開
識

荒

木

武

治

君

天

春

文

雄

君

青

山

峯

男

君

II " ／ヽ

委
員
長
報
告
：
質
疑
、
討
論
、
議
決

昭
和
四
十
七
年
度
四
日
市
市
一
般
会
計
決
算
並
び
に
各
特
別
会
計
等
決
符
認
定
に
つ
い
て

四
日
市
市
乳
児
の
医
療
骰
の
助
成
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
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〇
欠
席
議
員
（
七
名
）

lJ ヽ 吉

川

四

郎

君

垣

照

男

君

山

本

勝

君

山

中

忠

山 安

君

ロ

信

生

君

垣

勇

君

, -

/‘ 

乎

既

司

君

松

島

良

君

藤

井

泰

治

郎

君

福

田

香

史

君

日

比

義

平

君

長

谷

川

鐸

元

君

橋

本

建

治

君

野

碕

貞

芳

君

生

川

平

蔵

君

中

島

隆

平

君

出

井

＇ 栂

君

坪

井

妙

子

君

田

中

政

君

高

橋

力

君

高

井

夫

君

志

栢

政

君

後

藤

藤

太

郎

君

後

藤

究

治

君

小

林

喜

夫

君

小

林

哲

夫

君

粉

．

川

茂

君

喜

多

野

等

君

JII 

村．島

武

深

君

大

雄

君

岩

田

久

雄

君

伊

藤

信

君

伊

藤

太

郎

君

伊

藤

金

iJ ヽ

君

井

道

夫

君
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0
出
席
事
務
局
職
員

〇
諮
事
説
明
の
た
め
出
席
し
た
者

議

事

係

長

板

崎

大

之

丞

君

議

事

課

長

JII 

村

得

君

事

務

局

長

憫

野

正

和

君

代

表

監

査

委

員

森

新

八

君

次

•長

菊

地

英

也

君

消

防

長

倉

谷

徳

助

君

次

長

．
~
一

山

北

彰

君

教

育

長

市

JII 

郎

君

教

育

委

員

長

龍

池

箔

真

君

捌

収

入

役

伊

藤

涼

君

建

設

部

長

施

伝

之

助

君

下
水
．
追
部
・
長

美

浪

部

博

美

君

土

木

部

長

杉

本

義

広

君

棗

境

部

長

園

浦

和

己

君

福

祉

次

長

佐

々

木

兒

籾

君

福

祉

部

長

谷

沢

文

男

君

産

業

部

長

荒

木

郎

君

税

務

部

長

杉

本

治

芳

君

総

務

部

長

阿

南

輝

彦

君

市

長

公

室

長

輪

荘

代

司

君

収

入

役

庄

司

良

君

助

役

藤

究

閉

君

市

長

加岩

野

見

齊

君

増

山

英

君

早

川

正

夫

君

服ぃ橋

部

昌

弘

君

本

増

蔵

君

lJ ヽ

林

縛

次

君

覇

也

男

君

吾
＂
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ま
た
、
吉
田
工
業
の
保
々
地
区
に
お
け
る
工
場
建
設
と
そ
の
操
業
開
始
の
早
期
実
現
に
努
力
す
る
こ
と
を
要
望
す
る
と
と
も
に
、
市
民

税
、
固
定
沢
産
税
に
お
け
る
前
納
報
奨
金
制
度
は
現
状
維
持
の
方
向
で
存
続
さ
せ
る
べ
き
こ
と
を
要
望
い
た
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。

次
に
、
第
三
款
民
生
骰
に
つ
き
ま
し
て
は
、

四
日
市
市
社
会
福
祉
協
諮
会
迎
営
の
肢
体
不
自
由
児
の
通
園
施
設
で
あ
る
療
雅
七
ン
タ
ー

は
、
設
備
の
改
普
、
専
門
職
員
の
確
保
な
ど
管
理
迎
営
面
に
お
い
て
問
題
が
あ
る
の
で
早
急
に
施
設
の
整
備
充
実
を
は
か
る
と
と
も
に
、

し
ま
し
た
。

員
の
確
保
に
万
全
を
期
す
る
こ
と
、

並
び
に
出
張
所
に
お
け
る
駿
員
の
待
遇
改
善
及
び
電
話
な
ど
の
施
設
設
備
の
増
弥
を
特
に
要
望
い
た

次
に
、

一
般
会
計
の
歳
出
で
あ
り
ま
す
が
、
第
二
款
総
務
代
に
つ
き
ま
し
て
は
、

職
員
の
充
足
、

こ
と
に
保
育
園
の
保
母
な
ど
の
職

要
望
い
た
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。

ま
ず
、

た
だ
い
ま
議
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
談
案
第
百
四
十
三
号
昭
和
四
十
七
年
度
四
日
市
市
一
般
会

計
決
箕
並
び
に
各
特
別
会
計
等
決
算
認
定
に
つ
き
ま
し
て
、
決
符
特
別
委
員
会
の
審
査
の
経
過
と
結
果
を
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

当
委
且
会
は
、
去
る
十
月
二
十
九
日
、
三
十
日
、
三
十
一
日
の
三
日
間
に
わ
た
り
ま
し
て
開
会
い
た
し
ま
し
た
。
審
査
に
あ
た
り
ま
し

て
は
、
市
長
を
は
じ
め
理
事
者
か
ら
詳
細
な
説
明
を
聡
取
い
た
し
ま
し
て
、
お
も
に
予
祁
の
執
行
状
況
、
行
政
の
効
果
並
び
に
財
政
の
健

全
性
な
ど
を
煎
点
に
し
て
、
審
在
を
行
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
以
下
そ
の
概
要
を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

一
般
会
計
の
歳
入
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
近
年
に
お
け
る
市
の
財
政
力
の
低
落
傾
向
に
は
、
深
刻
な
も
の
が
あ
り
、
こ
れ

が
今
後
の
市
政
の
推
進
に
あ
た
っ
て
大
き
な
悴
害
に
な
り
か
ね
な
い
こ
と
か
ら
、
本
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
特
に
市
長
の
出
席
を
求
め
、

長
時
間
に
わ
た
り
、
種
々
熱
窓
を
込
め
た
誇
諮
が
か
わ
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
当
委
員
会
は
、
こ
れ
が
対
策
の
た
め
、
安
定
し
た
財
政

の
確
保
に
設
大
限
の
努
力
を
払
わ
れ
ん
こ
と
を
強
く
要
諮
い
た
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
伯
却
沢
産
に
か
か
る
税
の
市
税
収
入
に
占
め
る
割
合
に
は
大
き
な
も
の
が
あ
る
こ
と
か
ら
い
た
し
ま
し
て
、
こ
れ
の
評
価
事
務

の
体
制
に
万
全
を
期
す
る
こ
と
、
な
か
ん
ず
く
担
当
戦
員
の
充
実
を
再
検
討
す
る
こ
と
及
び
決
算
に
お
け
る
不
納
欠
損
の
措
置
に
際
し
て

は
、
市
全
体
と
し
て
統
一
さ
れ
た
明
確
な
甚
準
を
も
っ
て
当
た
ら
れ
る
こ
と
を
要
塑
い
た
し
ま
し
た
。
な
お
ま
た
寄
付
金
の
名
目
で
負
担

金
的
な
も
の
を
受
益
者
等
か
ら
徴
収
す
る
必
要
が
生
じ
た
と
き
は
、
要
網
な
り
を
設
け
て
明
確
な
る
根
拠
に
基
づ
い
て
徴
収
す
る
こ
と
を

0
決
算
特
別
委
員
長
（
伊
藤
太
郎
君
）

〔
決
尊
特
別
委
員
長
（
伊
藤
太
郎
君
）
登
培
〕

伊
藤
太
郎
君
゜

本
件
に
関
す
る
決
符
特
別
委
員
長
の
報
告
を
求
め
ま
す
。

認
定
に
つ
い
て
を
諮
題
と
い
た
し
ま
す
。

〇
諾
長
（
山
口
信
生
君
）

日
程
第

諾
案
第
百
四
十
三
号

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

0
議
長
（
山
口
信
生
君
）

午
後
一
時
三
分
開
諾

た
だ
い
ま
か
ら
、
本
日
の
会
議
を
開
き
ま
す
。

た
だ
い
ま
の
出
席
議
員
数
は
、
二
十
九
名
で
あ
り
ま
す
。

本
日
の
議
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、

お
手
元
に
配
布
い
た
し
ま
し
た
諾
事
日
程
第
二
号
に
よ
り
取
り
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ

昭
和
四
十
七
年
度
四
日
市
市
一
般
会
計
決
箕
並
び
に
各
特
別
会
計
等
決
箕
認
定
に
つ
い
て

日
程
第
一
、
諾
案
第
百
四
十
三
号
昭
和
四
十
七
年
度
四
日
市
市
一
般
会
計
決
箕
並
び
に
各
特
別
会
計
等
決
釘

主

事

補

川

北

悟

司

君

主

事

西

ロ

徹

君
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こ。t
 幼

児
教
育
に
つ
い
て
は
、
特
に
そ
の
充
実
が
叫
ば
れ
て
お
り
、

て
も
、
早
急
に
実
施
し
て
ほ
し
い
と
の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

一
小
学
校
区
一
幼
稚
園
の
実
現
を
急
ぐ
と
と
も
に
、
二
年
保
育
に
つ
い

な
お
、
学
校
建
設
を
は
じ
め
父
兄
負
担
の
軽
滅
な
ど
を
は
か
る
た
め
教
育
予
算
を
大
幅
に
増
額
す
べ
き
で
あ
る
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し

し
て
市
独
自
の
も
の
を
確
立
す
る
よ
う
に
と
の
慈
見
が
あ
り
ま
し
た
。

学
校
施
設
の
定
期
点
検
の
弥
化
を
は
か
っ
て
事
故
防
止
に
万
全
を
期
す
る
と
と
も
に
事
故

を
保
に
つ
い
て
は
、
土
地
開
発
公
社
等
に
よ
り
先
行
的
に
行
う
べ
き
で
あ
り
、
ま
た
学
校
用
地
で
依
然
と
し
て
借
地
で
あ
る
も
の
に
つ
い

、
早
急
に
適
切
な
措
骰
を
と
る
よ
う
弥
く
要
望
い
た
し
ま
し
た
。

第
十
款

極
的
に
取
り
組
む
よ
う
要
望
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、

将
来
広
域
な
施
設
と
す
る
よ
う
県
当
局
へ
強
く
働
き
か
け
る
よ
う
要
望
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
民
問
の
社
会
福
祉
事
業
を
推
進
す
る
た

め
四
日
市
市
社
会
福
祉
協
諮
会
を
は
じ
め
関
係
諸
団
体
へ
の
助
成
を
検
討
す
る
よ
う
要
望
い
た
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。

か
ぎ
っ
子
対
策
の
一
環
と
し
て
の
留
守
家
庭
児
童
保
育
へ
の
援
助
、
・
児
童
公
園
の
整
備
充
実
な
ど
の
胄
少
年
育
成
対
策
の
強
化
を
は
じ

め
、
精
神
印
害
者
に
対
す
る
医
租
骰
の
無
料
化
、
老
人
医
療
の
年
齢
の
引
き
上
げ
、
児
童
福
祉
法
に
お
け
る
助
産
制
度
の
周
知
徹
底
を
は

の
規
定
ど
お
り
に
行
わ
せ
る
よ
う
微
底
せ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
，
そ
の
く
み
取
り
担
当
の
区
域
を
も
再
検
討
せ
ら
れ
た
い
と
の
要
望
が
あ
り

ま
し
た
ほ
か
、

は
、
坪
籍
訓
れ
の
な
い
よ
う
努
力
す
る
と
と
も
に
、
未
接
種
の
乳
幼
児
に
対
し
て
も
医
板
根
関
と
よ
く
協
議
の
う
え
早
期
に
対
策
を
諧
ず

る
よ
う
要
望
い
た
し
ま
し
た
。
．

と
ク
イ
ア
っ
プ
し
、
直
売
も
し
く
は
低
任
格
で
泊
代
者
に
あ
っ
せ
ん
を
す
る
対
策
は
と
れ
な
い
も
の
か
、

大
と
い
う
市
長
の
見
解
も
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
、
多
角
的
に
、

れ
た
い
と
の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。
な
お
、
産
業
関
係
全
般
に
わ
た
り
ま
し
て
、
，
今
後
市
の
収
入
を
得
る
一
方
策
と
し
て
、
商
業
潤
の
拡

そ
う
し
て
梢
極
的
に
産
業
政
策
を
推
し
進
め
る
べ
く
努
力
さ
れ
る
こ
と
を

あ
た
っ
て
は
、
当
然
受
益
者
の
一
時
立
て
か
え
な
ど
効
果
的
な
支
出
に
十
分
留
慈
す
る
よ
う
要
望
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、

第
九
款

街
顕
の
じ
ん
か
い
収
北
に
も
万
全
を
期
せ
ら
れ
た
い
と
の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
種
痘
の
接
種
実
施
に
あ
た
っ
て

E
H
I
ホ
荏
芙
骰
に
つ
き
ま
し
て
は
、
近
時
の
諸
物
臣
の
為
胚
、
と
り
わ
け
生
鮮
食
料
品
の
俯
上
が
り
に
対
し
、
市
が
生
産
者

商
工
骰
に
つ
き
ま
し
て
は
、
悔
外
か
ら
の
表
玄
関
と
な
る
四
日
市
浩
周
辺
の
珀
境
美
化
、
公
共
施
設
の
整
備
に
力
を
入
れ
ら

土
木
代
に
つ
い
て
は
、

四
日
市
港
管
理
組
合
並
び
に
近
鉄
高
架
事
業
に
対
す
る
負
担
金
は
相
当
な
額
で
あ
り
、
特
に
支
出
に

工
事
の
控
行
に
あ
た
っ
て
は
、
住
民
に
迷
惑
の
か
か
ら
な
い
工
法
の
採
用
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

り
方
に
つ
い
て
も
、
さ
ら
に
検
討
す
る
よ
う
強
く
要
望
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
公
営
住
宅
の
管
理
迎
営
に
つ
い
て
は
、

に
即
す
る
よ
う
努
力
す
る
必
要
が
あ
る
と
の
意
見
が
あ
り
、
土
木
費
に
つ
い
て
は
、
賛
成
多
数
で
承
認
い
た
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

消
防
骰
に
つ
き
ま
し
て
は
、
常
備
消
防
体
制
の
強
化
を
は
か
る
と
と
も
に
、
各
地
区
の
分
団
に
対
し
て
も
市
の
消
防
体
制
に

組
み
こ
ま
れ
て
い
る
現
状
か
ら
し
て
、
援
助
を
さ
ら
に
強
化
す
る
よ
う
要
望
い
た
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
の
煤
発
事
故
が
頻
発
し
て
、
市
民
の
不
安
に
は
大
き
い
も
の
が
あ
る
の
で
、

て
は
防
災
設
備
の
設

frl
の
弥
化
を
特
に
指
羽
す
る
と
と
も
に
、

教
育
府
に
つ
き
ま
し
て
は
、
人
口
の
ド
ー
ナ
ッ
化
に
よ
り
小
中
学
校
の
新
設
、
拡
張
の
必
要
性
が
生
じ
て
お
り
、
そ
の
用
地

2

¥
．5.、
m
r
;
 

要
閉
い
た
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

第
七
款

へ
の
助
皮
を
考
え
る
ぺ
き
と
の
慈
見
が
あ
り
ま
し
た
。

第
六
款

第
四
款

か
る
な
ど
慈
見
が
あ
り
ま
し
た
。

コ
ン
ピ
ナ
ー
ト
関
係
工
場
に
対
し

街
生
か
1
に
つ
き
ま
し
て
は
、
桁
揺
代
に
関
述
し
て
委
託
業
者
地
区
に
お
け
る
し
尿
く
み
取
り
に
つ
い
て
、
許
可
業
者
に
制
度

そ
の
一
方
策
と
し
て
行
空
市
場

工
事
施
行
に
伴
う
補
依
の
あ

で
き
る
だ
け
現
況

工
住
近
接
地
区
に
お
け
る
保
安
距
離
の
確
保
、
緩
衝
緑
地
の
設
置
等
に
梢
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第
二
点
目
は
、

ま
す
。

0
小
井
逍
夫
君

―
つ
は
、

Y
K
K
の
問
題
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

〔
小
井
迫
夫
君
登
附
〕

小
井
君
゜

委
員
長
の
報
告
は
お
間
き
及
び
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

ま
す
。

諮
の
う
え
、
実
施
す
る
よ
う
強
く
嬰
望
い
た
し
ま
し
た
。

の
慈
見
が
あ
り
ま
し
た
。

慈
見
が
あ
り
、
校
成
多
数
で
承
認
い
た
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

次
に
、
特
別
会
計
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
競
輪
事
業
特
別
会
計
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
税
収
入
の
伸
び
が
年
々
低
下
の
傾
向
に
あ

り
、
将
来
を
展
望
し
て
も
大
き
な
期
待
は
寄
せ
ら
れ
な
い
実
梢
か
ら
財
椋
確
保
の
た
め
に
も
、
目
下
懸
案
と
な
っ
て
い
る
競
輪
場
付
近
の

交
通
問
題
を
早
急
に
抜
本
的
解
決
を
は
か
る
ほ
か
、
場
内
の
施
設
、
環
境
の
整
備
、
宜
伝
な
ど
に
も
力
を
注
ぎ
、
事
業
と
し
て
収
入
を
あ

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
に
つ
き
ま
し
て
は
、
老
人
医
療
府
の
無
料
化
、
乳
幼
児
医
療
府
の
無
料
化
な
ど
に
よ
り
、
国
保
会
計
は
、
ま

す
ま
す
悪
化
を
た
ど
っ
て
お
り
、
そ
の
改
普
を
は
か
る
た
め
、
国
印
補
助
の
引
き
上
げ
等
に
つ
い
て
、
国
、
県
に
働
き
か
け
る
と
と
も
に
、

一
般
会
計
か
ら
の
紐
り
入
れ
に
つ
い
て
も
、
考
応
す
る
よ
う
要
望
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
被
保
険
者
の
負
担
軽
滅
を
は
か
る
べ
き
と
の

と
畜
楊
食
肉
市
場
会
計
に
つ
き
ま
し
て
は
、
設
備
の
老
朽
化
、
立
地
場
所
、
市
営
と
し
て
の
必
要
性
な
ど
の
問
題
に
論
議
が
机
中
し

た
わ
け
で
す
が
、
理
事
者
に
お
い
て
も
隣
接
市
町
村
並
び
に
業
者
に
よ
る
半
官
半
民
に
よ
る
広
域
的
な
、

現
在
検
討
中
で
あ
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
が
、
さ
ら
に
諮
会
に
お
い
て
も
、
市
営
魚
市
場
と
も
あ
わ
せ
採
算
的
に
も
発
展
的
に
解
消

す
べ
き
も
の
な
の
か
、
あ
る
い
は
拡
大
す
べ
き
も
の
な
の
か
、
特
別
委
員
会
を
設
け
る
な
ど
し
て
、
十
分
調
究
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と

公
共
下
水
逝
特
別
会
計
に
つ
い
て
は
、
下
水
追
工
事
施
行
に
あ
た
っ
て
は
、
関
係
者
間
で
工
法
、

以
上
の
経
過
を
も
ち
ま
し
て
、
本
決
勾
に
つ
き
ま
し
て
は
、
当
委
員
会
は
、
賛
成
多
数
に
よ
り
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
し
た
の
で
あ
り

こ
れ
を
も
ち
ま
し
て
、
決
箕
特
別
委
員
会
の
審
査
報
告
と
い
た
し
ま
す
。

0
議
長
（
山
口
信
生
君
）

委
員
長
の
報
告
に
対
し
ま
し
て
、
ご
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
発
言
願
い
ま
す
。

吉
田
工
業
の
誘
致
の
問
題
に
つ
い
て
、

だ
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

そ
う
し
て
効
率
的
な
運
営
案
を

工
事
、
期
間
な
ど
を
事
前
に
十
分
協

い
ま
委
員
長
の
ご
報
告
に
も
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
私
も
決
勾
特
別
委
員
会
を
傍
聴
さ
せ
て
い
た

そ
の
中
で
い
ろ
い
ろ
な
慈
見
が
出
さ
れ
た
と
思
う
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
率
直
に
い
っ
て
、
市
が
道
路
、
排
水
、

工
業
用
水
等
に
便
宜
を
は
か
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
そ
れ
が
で
き
る
の
か
ど
う
か
、
は
た
し
て
ほ
ん
と
う
に
来
る
の
か
ど
う
か
と
、

で
き
ゃ
ん
の
と
述
う
か
と
い
う
慈
見
も
率
直
な
慈
見
が
出
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
理
事
者
の
答
弁
も
い
ろ
い
ろ
聞
い
て
お
り
ま
し
た
け
れ

ど
も
、
あ
ま
り
は
っ
き
り
し
な
い
わ
け
で
す
。
委
員
長
報
告
に
は
四
十
七
年
度
の
事
務
の
執
行
と
い
う
、
こ
の
吉
田
工
業
も
入
っ
て
お
る

わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
し
、
こ
の
審
議
の
中
で
吉
田
工
業
問
題
に
つ
い
て
決
符
特
別
委
員
会
で
論
議
を
さ
れ
た
、
あ
の
程
度
の
こ
と
で
、
こ

そ
の
辺
の
委
員
長
の
ご
見
解
を
ひ
と
つ
伺
い
た
い
と
と
も
に
、
率
直
に
申
し
上
げ
ま
し

の
問
題
を
今
日
処
理
し
て
い
い
も
の
か
ど
う
か
、

て
決
算
特
別
委
員
会
で
理
事
者
の
三
輪
公
室
長
で
し
た
が
、
答
弁
な
さ
れ
た
見
解
と
い
う
も
の
で
は
非
常
に
あ
い
ま
い
で
ご
ざ
い
ま
す
か

ら
、
そ
の
点
の
沢
任
あ
る
当
局
の
考
え
方
も
、
こ
の
際
に
伺
っ
て
お
く
沢
任
が
あ
る
ん
で
は
な
い
か
と
い
う
ふ
う
に
思

gゎ
け
で
ご
ざ
い

一
般
会
計
の
保
健
衛
生
費
に
お
け
る
予
防
骰
の
こ
と
に
つ
い
て
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
柄
本
議
員
か
ら
の
い
ろ
い
ろ
な
質
疑
に
対
し
ま
し
て
、
そ
し
て
、
ま
た
一
定
の
賓
料
要
求
に
対
し
ま
し
て
、
そ

の
場
で
当
局
の
側
は
返
答
は
で
き
な
い
と
、
こ
う
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
こ
れ
は
委
員
長
の
ほ
う
に
こ
の
問
題
の
処
理
が
あ
ず
け

げ
る
べ
く
栢
極
的
に
取
り
組
む
よ
う
弥
く
要
望
い
た
し
ま
し
た
。
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り
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
こ
れ
に
関
し
ま
し
て
の
工
場
の
進
出
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

つ
い
最
近
現
地
の
測
量
が
完
了
い
た
し
ま
し
て
現
在
で
は
設
計
中
で

ら
れ
て
い
る
形
に
な
っ
て
い
る
と
思
う
わ
け
で
す
。
そ
の
点
に
つ
い
て
、
委
員
長
の
ほ
う
か
ら
一
度
伺
い
た
い
と
思
う
わ
け
で
ご
ざ
い
ま

た
だ
い
ま
の
お
尋
ね
に
お
答
え
を
申
し
上
げ
ま
す
。

第
一
問
の

Y
K
K
の
誘
致
の
件
で
あ
り
ま
す
が
、
委
員
の
方
々
は
、
そ
の
時
勢
の
変
化
と
と
も
に
、

と
も
に
、
非
常
に
実
現
が
あ
る
い
は
危
ぶ
ま
れ
る
の
や
な
い
か
と
い
う
よ
う
な
ご
意
見
が
非
常
に
強
か
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
市
に
お
い

て
も
、
あ
の
排
水
路
と
か
、
あ
る
い
は
道
路
を
よ
く
早
く
整
備
を
し
て
市
民
の
期
待
に
こ
た
え
る
べ
き
で
あ
り
、
こ
の
点
に
つ
き
ま
し
て
、

さ
ら
に
い
ま
の
お
尋
ね
に
も
あ
っ
た
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
公
室
長
か
ら
今
後
の
見
通
し
に
つ
き
ま
し
て
、
さ
ら
に
つ
け
加
え
て
も

第
二
問
に
つ
き
ま
し
て
は
、
質
問
者
も
申
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
よ
う
に
、
決
算
特
別
委
員
会
と
し
て
は
大
き
な
こ
れ
と
い
う
結
論
に
は

逹
し
な
か
っ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
先
ほ
ど
資
料
も
届
き
ま
し
た
の
で
、
こ
の
資
料
を
中
心
に
し
て
環
境
部
長
か
ら
特
に
こ
れ
に
つ
い

0
議
長
（
山
口
信
生
君
）

市
長
公
室
長
。

〔
市
長
公
室
長
（
三
輪
喜
代
司
君
）
登
壇
〕

0
市
長
公
室
長
（
三
輪
喜
代
司
君
）

Y
K
K
の
関
係
に
つ
き
ま
し
て
、

お
答
え
を
さ
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ご
承
知
の
よ
う
に
、
こ
の

Y
k
k
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
市
の
内
陸
開
発
に
は
き
わ
め
て
適
当
な
都
市
型
企
業
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、

い
ろ
い
ろ
と
過
去
に
お
い
て
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
企
業
と
お
話
を
し
て
き
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

航
い
た
し
ま
し
て
、
昨
年
よ
う
や
く
用
地
買
収
が
完
了
し
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

か
ら
ご
指
摘
が
ご
ざ
い
ま
し
た
よ
う
に
、
交
渉
の
過
程
で
諸
条
件
の
整
備
に
つ
い
て
の
話
し
合
い
が
な
さ
れ
て
お
り
ま
し
て
、
道
路
と
か

あ
る
い
は
工
業
用
水
と
か
排
水
等
に
つ
い
て
も
地
元
と
の
話
し
合
い
及
び
関
係
機
関
と
の
協
議
等
、
市
が
あ
っ
せ
ん
の
労
を
と
る
と
い
う

こ
と
も
ご
ざ
い
ま
し
て
、
現
に
工
業
用
水
等
に
つ
き
ま
し
て
も
あ
っ
せ
ん
の
労
は
と
り
つ
つ
ご
ざ
い
ま
す
し
、
あ
そ
こ
の
道
路
は
県
道
で

ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
の
改
修
に
つ
い
て
も
県
へ
は
過
去
か
ら
現
在
ま
で
い
ろ
い
ろ
と
要
望
は
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

あ
る
と
、
こ
の
よ
う
に
わ
れ
わ
れ
承
知
い
た
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
と
も
い
ろ
い
ろ
ご
関
係
の
方
々
並
び
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し

た
皆
さ
ま
方
の
ご
要
望
に
こ
た
え
る
べ
く
早
期
に
着
工
す
る
よ
う
に
さ
ら
に
一
そ
う
努
力
を
し
て
い
き
た
い
と
、
こ
の
よ
う
に
思
っ
て
お

0
議
長
（
山
口
信
生
君
）

環
境
部
長
。

〔
環
境
部
長
（
園
浦
和
己
君
）
登
壇
〕

〇
環
境
部
長
（
園
浦
和
己
君
）

決
算
特
別
委
員
会
の
環
境
部
所
管
の
衛
生
費
の
中
の
予
防
費
の
ご
審
議
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
過
程

で
、
委
員
で
あ
ら
れ
る
橋
本
議
員
か
ら
ご
要
望
が
ご
ざ
い
ま
し
て
、
特
に
中
央
工
業
高
等
学
校
に
お
け
る
四
十
七
年
度
の
イ
ン
フ
ル
エ
ソ

ザ
の
予
防
接
種
の
問
題
に
つ
き
ま
し
て
の
資
料
の
要
求
が
ご
ざ
い
ま
し
て
、
そ
の
場
で
は
直
ち
に
提
出
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
本
会
議

本
日
ま
で
に
間
に
合
う
よ
う
に
提
出
い
た
し
ま
す
こ
と
を
お
約
束
い
た
し
ま
し
て
、
さ
っ
そ
く
調
べ
た
結
果
を
決
算
特
別
委
員
長
の
も
と

に
お
届
け
を
い
た
し
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
そ
の
と
き
の
資
料
提
出
の
要
求
を
受
け
ま
し
た
内
容
は
、
、
中
央
工
業
高
等
学
校
に
お
け

る
四
十
七
年
度
の
イ
ン
プ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
を
受
診
さ
れ
た
数
、

接
種
を
受
け
ら
れ
た
方
の
住
所
の
確
認
を
要
求
さ
れ
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

い
ま
小
井
議
員
の
ほ
う

そ
れ
か
ら
そ
れ
に
対
し
て
支
出
し
た
金
額
及
び
生
徒
及
び
教
職
員
の

そ
れ
ぞ
れ
に
つ
き
ま
し
て
、
文
書
に
い
た
し
ま
し
て
、

一
部
の
地
主
の
交
渉
が
難

て
の
説
明
を
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

0
決
算
特
別
委
員
長
（
伊
藤
太
郎
君
）

〔
決
算
特
別
委
員
長
（
伊
藤
太
郎
君
）
登
壇
〕

〇
談
長
（
山
口
信
生
君
）

す。

伊
藤
太
郎
君
゜

い
ま
の
こ
の
社
会
情
勢
の
変
化
と

そ
の
間
、
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う
い
う
中
か
ら
で
す
ね
、

0
議
長
（
山
口
信
生
君
）

こ
の

Y
k
k
と
の
問
で
は
、
迫
路
と
か
排
水
路
あ
る
い
は
工
業
用
水
に
つ
い
て
、
市
あ
る
い
は
県
が
そ
の
沢
任
に
お
い
て
整
備
を
す
る

と
い
う
、
そ
う
い
う
条
件
、
進
出
の
条
件
に
な
っ
て
い
る
の
か
な
っ
て
い
な
い
の
か
、
そ
の
点
を
明
ら
か
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

一
体
ど
う
い
う
コ
ー
ス
が
考
え
ら
れ
る
の
か
、
そ
の
点
を
明
ら
か
に
し
て
い
た

だ
き
た
い
。
そ
う
し
た
う
え
で
三
恰
公
室
長
か
ら
お
答
え
を
い
た
だ
い
た
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
市
長
の
ほ
う
か
ら
こ
の

Y
K
K
の
問
題

に
つ
い
て
の
見
通
し
と
基
本
的
な
お
考
え
を
伺
っ
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

二
番
目
の
問
題
に
つ
い
て
、
こ
の
行
料
を
も
と
に
お
尋
ね
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

中
央
工
業
邸
校
に
つ
い
て
、
決
勾
委
且
会
の
橋
本
諮
員
の
追
及
に
対
し
ま
し
て
、
高
等
学
校
は
県
の
沢
任
で
イ
ソ
フ
ル
ニ
ソ
ザ
等
の
予

防
注
謝
は
行
う
ぺ
き
で
あ
る
と
、

し
た
が
っ
て
高
等
学
校
で
実
施
し
た
と
い
う
こ
と
は
な
い
し
、
高
等
学
校
か
ら
の
、
た
と
え
ば
校
医
に

対
す
る
報
臼
あ
る
い
は
委
託
料
、
そ
う
い
う
も
の
の
詰
求
は
受
け
て
な
い
、
こ
う
い
う
答
弁
が
決
箕
特
別
委
員
会
の
場
で
は
あ
っ
た
と
思

い
ま
の
、
こ
の
い
た
だ
き
ま
し
た
沢
料
を
見
ま
す
と
中
央
工
業
学
校
在
籍
者
名
節
と
申
込
書
及
び
問

診
漿
と
照
合
し
た
結
果
云
々
と
い
う
ふ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
し
、
接
種
料
金
は
七
百
七
十
人
分
諮
求
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
と

い
う
こ
と
が
出
て
い
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
は
新
聞
で
も
ご
承
知
の
と
お
り
、
高
等
学
校
は
た
て
ま
え
と
し
て
知
事
と
県
の
医
師

会
と
が
契
約
を
結
び
、
そ
う
し
て
学
校
の
沢
任
で
イ
ソ
フ
ル
ニ
ン
ザ
等
の
接
種
を
す
る
と
、
と
こ
ろ
が
た
い
へ
ん
ワ
ク
チ
ソ
代
が
高
く
な

っ
て
ま
い
り
ま
し
た
し
、
生
徒
、
父
兄
の
負
担
が
大
き
い
と
い
う
こ
と
か
ら
何
と
か
し
て
ほ
し
い
と
、
こ
う
い
う
要
望
が
あ
っ
た
わ
け
で

ご
ざ
い
ま
す
。
小
中
学
校
は
安
い
し
、
市
の
補
助
も
ち
ゃ
ん
と
し
て
い
る
、
こ
う
い
う
こ
と
が
新
間
に
載
っ
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ

問
で
問
題
に
な
り
ま
し
て
、

こ
の
一
た
び
病
気
が
起
こ
れ
ば
た
い
へ
ん
な
こ
と
で
す
か
ら
予
防
接
種
を
き
ち
ん
と
し
て
、

お
い
て
ち
ゃ
ん
と
さ
れ
る
ぺ
き
だ
と
、
こ
の
イ
ソ
フ
ル
ニ
ソ
ザ
の
場
合
に
は
県
に
お
い
て
き
ち
っ
と
助
成
も
し
て
、
そ
し
て
や
る
べ
き
だ

と
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
考
え
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
し
か
し
、
父
兄
の
側
に
す
れ
ば
、
県
で
も
と
う
と
市
で
も
と
う
と
ど
こ
で
も
と
う

と
、
と
に
か
く
安
く
み
な
に
で
き
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
と
、
そ
う
い
う
気
持
ち
で
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
そ
れ
も
当
然
の
．
こ
と
で
ご
ざ
い
ま

す
。
し
か
も
、

い
や
実
は
中
央
工
業
高
校
は
市
の
ほ
う
に
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
の
だ
と
い
う
ふ
う
な
話
が
相
当
そ
の
高
校
の

そ
し
て
そ
の
其
偽
を
確
か
め
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
．
私
ど
も
は
こ
の
父
兄
の
立
場
に
す
れ
ば
、

う
い
う
ふ
う
に
考
え
る
わ
け
な
ん
で
す
が
、

わ
れ
わ
れ
と
し
て
行
政
の
沢
任
の
一
角
を
あ
ず
か
る
者
と
し
て
は
、
や
は
り
筋
を
通
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
そ

し
か
し
、
現
実
に
い
ま
ま
で
た
て
ま
え
と
し
て
、
高
等
学
校
は
県
の
沢
任
で
や
る
べ
き
だ
と

い
う
ふ
う
に
市
の
当
局
の
側
も
考
え
て
お
み
え
に
な
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
•

れ
て
し
ま
う
ん
で
は
な
い
か
。
さ
し
あ
た
り
イ
ソ
フ
ル
ニ
ソ
ザ
は
、
十
一
月
に
ま
た
こ
と
し
の
分
を
始
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
、
現
場

で
の
混
乱
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に
も
、
そ
の
辺
の
具
体
的
な
対
応
策
と
い
い
ま
す
か
、
処
置
と
い
い
ま
す
か
、
そ
う
い
う
も
の
も
考
え
て

い
た
だ
き
ゃ
な
ら
ん
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
而
も
あ
わ
せ
て
考
え
方
を
伺
い
た
い
と
思
う
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

0
議
長
（
山
口
信
生
君
）

市
長
公
室
長
。

〔
市
長
公
室
長
（
三
輪
喜
代
司
君
）
登
培
〕

0
市
長
公
室
長
（
三
輪
喜
代
司
君
）

私
ど
も
、
こ
れ
は
必
ず
し
も
条
件
で
あ
る
と
い
う
ふ
う
な
考
え
方
は
い
た
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
地
元
の
ほ
う
の
ご
要
望
も
あ
り
ま
す
し
、

う
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
し
か
し
、

一
部
に
こ
う
い
う
こ
と
が
あ
る
と
、

ご
質
問
の
第
一
点
の
い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
条
件
で
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

そ
れ
か
ら
、

か
り
に
排
水
路
の
問
題
に
な
り
ま
す
と
、

ま
す
。

0
小
井
追
夫
君
ま
ず
、

Y
K
K
の
問
題
で
さ
ら
に
お
尋
ね
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

〔
小
井
迫
夫
君
登
培
〕 小

井
君
゜

ご
報
告
い
た
し
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

や
は
り
、

し
か
も
そ
れ
が
し
か
る
べ
き
沢
任
の
主
体
に

そ
う
い
う
も
の
が
く
ず
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0
誤
長
（
山
口
信
生
君
）

市
長
。

談
長
の
方
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、

知
事
に
強
く
働
き
か
け
て
い
た
だ
き
ま
す
こ
と
を
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

で
あ
る
と
い
う
ふ
う
に
強
く
亜
望
し
て
お
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
県
は
ま
だ
そ
の
段
階
に
至
っ
て
い
な
い
よ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

次
官
通
逹
の
趣
旨
に
の
っ
と
っ
て
県
の
各
市
で
や
っ
て
お
り
ま
す
よ
う
な
経
骰
負
担
の
方
法
で
高
等
学
校
の
生
徒
に
対
し
て
も
や
る
べ
き

な
る
こ
と
が
一
番
望
ま
し
い
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
私
た
ち
は
そ
の
よ
う
に
昨
年
来
知
事
部
局
に
対
し
ま
し
て
法
律
な
い
し
は
厚
生
省
事
務

の
と
は
は
ず
れ
ま
し
て
、

知
事
と
い
い
ま
す
か
県
に
お
い
て
県
の
沢
任
と
負
担
に
お
い
て
や
っ
て
い
た
だ
い
て
、

市
と
同
じ
経
骰
負
担
に

お
尋
ね
の
市
内
に
あ
り
ま
す
県
立
な
い
し
は
私
立
高
校
の
生
徒
の
場
合
は
、
市
が
や
っ
て
お
り
ま
す
予
防
接
種
の
市
費
負
担
と
い
う
も

て
い
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ザ
等
の
予
防
接
種
を
い
た
し
て
お
り
ま
し
て
、

義
務
教
育
の
生
徒
並
び
に
事
業
所
等
に
お
つ
と
め
で
な
い
一
般
の
市
民
の
方
の
た
め
に
予
防
接
種
を
し
て
お
り
ま
し
て
、

こ
れ
に
対
し
て
は
本
人
負
担
と
し
て
百
円
、

そ
れ
以
外
は
市
伐
の
負
担
と
い
う
形
で
や
っ

イ
ソ
フ
ル
ニ
ン

す
す
ぺ
て
の
接
種
業
務
に
対
す
る
そ
う
い
っ
た
問
題
を
市
長
が
全
費
任
を
負
い
ま
す
か
ら
や
っ
て
く
だ
さ
い
と
、

や
り
ま
し
ょ
う
と
い
う

そ
れ
か
ら
小
学
校
、
中
学
校
、
幼
稚
固
、
保
母
の
義
務
教
育
の
生
徒
に
対
し
ま
し
て
百
あ
ま
り
の
お
医
者
さ
ん
が
や
っ
て
い
た
だ
き
ま

知
事
が
負
い
ま
す
と
い
う
こ
と
が
知
事
と
学
校
医
と
の
問
、
知
事
と
県
医
師
会
と
の
問
で
か
わ
さ
れ
た
契
約
の
大
筋
で
ご
ざ
い
ま
す
。

校
の
生
徒
に
対
し
ま
し
て
は
実
施
す
る
、
各
種
の
接
種
は
校
医
で
あ
る
医
師
が
お
や
り
に
な
っ
た
結
果
に
お
い
て
起
き
る
賀
任
は
、

一
切

りヽ
ま
た
企
業
の
ほ
う
か
ら
も

Y
K
K
の
ほ
う
か
ら
も
、
や
は
り
道
路
と
い
い
ま
し
て
も
県
道
主
要
地
方
道
の
四
日
市
関
ヶ
原
線
で
ご
ざ
い
ま

す
が
、
こ
れ
は
ご
承
知
の
よ
う
に
四
敦
期
成
同
盟
会
で
改
良
を
過
去
何
年
間
か
や
っ
て
ま
い
り
ま
し
て
、
現
在
海
蔵
川
か
ら
北
の
ほ
う
へ

県
道
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

の
ぽ
り
ま
し
て
、
た
し
か
乎
律
菰
野
線
と
思
い
ま
し
た
が
、
．
こ
の
辺
ま
で
は
改
修
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
そ
う
い
ぅ
ふ
う
な
考
え
方
で
、

Y
K
K
の
問
題
も
も
ち
ろ
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
れ
と
同
時
に
県
道
主
要
地
方
道
四
日
市
関
ヶ
原
線
の
改

に
は

Y
K
K
の
そ
う
い
う
も
の
が
来
る
と

修
問
題
と
い
う
こ
と
と
両
方
で
取
り
組
ん
で
き
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
も
ち
ろ
ん
そ
の
中

＞
う
こ
と
を
予
想
し
な
が
ら
立
地
を
し
た
と
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
解
釈
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
先
般
も
向
こ
う
か
ら
担
当
者
が
参
り
ま
し
て
、
公
害
担
当
の
ほ
う
と
も

そ
れ
か
ら
排
水
の
問
題
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
れ
、

十
分
話
し
合
い
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
設
骰
の
問
題
等
も
ご
ざ
い
ま
し
て
、
地
元
に
ご
迷
惑
を
か
け
る
よ
う
な
こ
と
は
私
ど

も
も
お
罰
い
す
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
十
分
そ
の
辺
は
、
ま
だ
具
体
的
に
ど
う
い
う
水
を
ど
う
し
て
ど
れ
だ
け
流
す
と
い
う
ふ
う

な
企
画
も
叫
い
て
お
り
ま
せ
ん
が
、

私
ど
も
は
、
内
陸
型
の
工
業
を
内
陸
へ
立
地
い
た
し
ま
し
て
、
新
し

討
し
て
ご
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。
要
す
る
に
、

い
四
日
市
の
都
市
型
産
業
の
発
展
と
い
う
こ
と
と
同
時
に
、
そ
れ
が
地
元
に
対
し
て
十
二
分
に
澗
え
る
よ
う
な
考
え
方
で
進
ん
で
お
り
ま

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
ご
了
解
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問
題
が
起
き
て
、

て
、
ご
承
知
の
よ
う
に
医
者
の
措
既
に
何
の
過
失
が
な
く
て
も
本
人
の
体
質
等
が
原
因
で
法
律
に
よ
り
ま
す
と
、
重
篤
な
る
糊
作
用
等
の

そ
れ
が
国
家
賠
恨
法
に
よ
る
賠
依
沢
任
な
い
し
は
民
法
上
の
損
害
賠
償
と
い
う
ふ
う
な
こ
と
に
発
展
を
い
た
し
ま
し
た

い
ろ
い
ろ
と
息
者
と
医
師
の
問
で
問
題
が
最
近
特
に
多
く
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
問
題
を
踏
ま
え
ま
し
て
、
高
等
学

ふ
う
な
契
約
が
四
日
市
市
長
と
四
日
市
医
師
会
と
の
間
で
か
わ
さ
れ
た
う
え
で
こ
の
問
題
が
成
立
し
て
い
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
市
は

担
と
い
う
、

お
金
の
而
か
ら
い
ろ
い
ろ
ご
心
配
を
い
た
だ
い
て
い
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
以
前
の
問
題
と
い
た
し
ま
し

〇
環
境
部
長

作
に
よ
る
予
防
接
種
に
し
ろ
イ
ン
フ
ル
ニ
ン
ザ
、

日
本
脳
炎
の
勧
奨
の
予
防
接
種
に
し
ろ
、

予
防
接
種
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
経
骰
の
負

（
図
補
和
己
君
）

イ
ン
フ
ル
ニ
ン
ザ
の
予
防
接
種
に
関
し
ま
し
て
、

〔
閑
境
部
長

（
園
浦
和
己
君
）
登
坦
〕

0
議
長
（
山
口
信
生
君
）

環
境
部
長
。

い
ろ
い
ろ
ご
心
配
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

こ
の
法

そ
の
過
程
に
お
い
て
、
今
後
こ
ち
ら
へ
進
出
を
し
て
莉
工
を
す
る
と
い
う
以
前
に
お
い
て
、
十
分
検
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な
ら
ば
、
議
長
の
ほ
う
で
議
事
迎
営
を
配
慰
し
て
い
た
だ
い
て
、

理
事
者
の
ほ
う
で
検
討
を
い
た
だ
い
て
で
す
ね
、
明
確
な
納
得
で
き
る

に
答
え
を
い
た
だ
か
な
い
と
、
と
て
も
こ
の
ま
ま
で
は
容
認
で
き
ま
せ
ん
。
決
算
の
認
定
に
反
対
す
る
と
か
せ
ん
と
か
い
う
問
題
以
前
の

問
題
を
含
ん
で
い
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
も
っ
と
明
快
な
答
え
を
い
た
だ
き
た
い
。
い
ま
部
長
が
十
分
な
お
答
え
が
で
き
な
い
と
す
る

す
ね
、

こ
ま
、

,
T
'
,

．
 

そ
れ
か
ら
、

で
ご
ざ
い
ま
す
。

と
思
う
ん
で
す
ね
。

0
小
井
迫
夫
君

〔
小
井
道
夫
君
登
坦
〕

〇
諮
長
（
山
口
信
生
君
）

う
に
考
え
て
お
り
ま
す
。

小
井
君
゜

〔
市
長
（
岩
野
見
齊
君
）
登
坦
〕

0
市
長
（
岩
野
見
齊
君
）

吉
田
工
業
の
問
題
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昭
和
四
十
三
年
度
か
ら
工
場
を
立
地
す
る
話
を
進
め
て
お
っ
た
わ
け

で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
用
地
の
買
収
に
非
常
に
手
問
ど
り
ま
し
て
昨
年
の
十
月
用
地
の
問
題
が
や
っ
と
片
づ
き
ま
し
た
こ
と
は
、
先
ほ
ど
公

室
長
が
申
し
上
げ
た
と
お
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
後
、

あ
る
程
度
四
日
市
の
土
地
買
収
に
つ
い
て
し
び
れ
を
き
ら
か
し
て
お
っ
て
他
に
手
を
つ
け
て
お
っ
た
よ
う
な
こ
と
も
ご
ざ
い
ま
す
し
、
ま

た
公
害
の
問
題
等
も
裁
判
等
も
ご
ざ
い
ま
し
て
、

し
ま
し
た
以
上
、
こ
ち
ら
と
し
て
は
で
き
る
限
り
来
て
も
ら
い
た
い
工
場
で
あ
る
と
、
こ
の
よ
う
な
考
え
で
話
を
進
め
て
き
て
お
り
ま
し

て
、
こ
の
ほ
ど
現
地
調
査
も
一
応
完
了
い
た
し
ま
し
て
、
こ
の
中
旬
こ
ろ
に
は
先
方
の
沢
任
者
が
来
る
予
定
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

そ
の
際
、

そ
の
問
に
吉
田
工
業
は
四
国
あ
る
い
は
東
北
地
方
に
も
立
地
し
て
お
り
ま
し
て
、

い
ろ
い
ろ
野
戒
も
あ
っ
た
の
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
用
地
買
収
が
成
立

ひ
と
つ
は
っ
き
り
話
し
合
い
を
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
工
場
を
立
地
さ
せ
る
と
い
う
場
合
に
は
、
市
と
し
ま
し

て
は
い
ろ
い
ろ
な
考
え
方
が
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。
金
を
栢
ま
れ
て
も
立
地
は
お
断
わ
り
す
る
と
い
う
工
場
も
あ
れ
ば
、
何
も
し
て
あ

げ
ら
れ
な
い
け
れ
ど
も
来
た
け
れ
ば
き
な
さ
い
と
い
う
工
場
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
多
少
産
業
基
盤
の
整
備
に
力
を
貸
し
て
で
も

き
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
工
場
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
点
に
つ
き
ま
し
て
も
、
私
は
、
吉
田
工
業
は
従
来
議
会
の
皆
さ
ん
方

に
も
一
緒
に
格
力
し
て
い
た
だ
き
ま
し
て
、
い
ろ
い
ろ
調
査
し
た
結
果
で
は
、
来
て
も
ら
う
の
に
は
望
ま
し
い
工
場
で
あ
る
と
、
私
は
考

え
て
お
り
ま
す
。
し
た
が
い
ま
し
て
、
吉
田
工
業
の
こ
れ
ら
の
建
設
の
実
現
の
た
め
に
、
私
と
し
て
は
努
力
し
て
い
き
た
い
と
、
こ
の
よ

吉
田
工
業
の
問
題
は
一
応
終
わ
り
ま
し
て
、
予
防
費
の
イ
ン
フ
ル
ニ
ン
ザ
問
題
で
す
け
れ
ど
も
、
二
つ
の
問
題
が
あ
る

ー
つ
は
決
”
の
認
定
で
す
か
ら
、

そ
の
執
行
が
適
正
で
あ
っ
、
た
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
に
も
か
か
わ
っ
て
く
る
わ
け

い
ま
ー
つ
は
父
兄
の
間
に
学
校
の
間
に
混
乱
が
起
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
そ
し
て
イ
ソ
フ
ル
ニ
ソ
ザ
は
差
し
迫
っ
て
実
施

の
時
期
が
来
て
い
る
わ
け
で
す
。
そ
し
て
従
来
の
経
過
も
あ
る
わ
け
で
す
。
そ
う
い
う
中
で
た
て
ま
え
と
し
て
県
に
処
理
を
さ
せ
る
、
県

に
助
成
を
さ
せ
る
、
そ
う
い
う
ふ
う
に
お
互
い
に
努
力
し
な
が
ら
も
、
さ
し
あ
た
り
ど
う
す
る
の
か
と
い
う
問
題
、
こ
の
点
も
解
決
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
二
つ
の
問
題
が
あ
る
と
思
う
わ
け
で
す
。

い
ま
、
部
長
か
ら
も
お
話
が
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
、
そ
の
事
故
の
問
題
も
含
め
ま
し
て
ま
い
り
ま
す
と
で
す
ね
、
知
事
が
沢
任
を
負
う

の
だ
と
、
こ
の
こ
と
だ
け
で
や
ら
れ
ま
す
と
で
す
ね
、
四
十
七
年
度
ま
で
の
ず
っ
と
あ
っ
た
の
か
な
い
の
か
私
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
イ

ソ
フ
ル
ニ
ン
ザ
あ
る
い
は
未
知
の
こ
う
い
う
も
の
の
執
行
は
適
正
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
か
ど
う
か
、
こ
う
い
う
前
例
が
適
正
だ
と
す
る

な
ら
ば
、
た
て
ま
え
は
県
と
し
な
が
ら
も
、
県
に
助
成
を
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
を
し
な
が
ら
も
、
さ
し
あ
た
り
市
が
現
場
の
混
乱
を
な
く

し
、
父
兄
の
不
安
を
解
消
す
る
、
父
兄
に
喜
ん
で
も
ら
う
、
こ
う
い
う
意
味
で
市
が
さ
し
あ
た
り
そ
の
手
当
て
を
し
て
い
く
と
、
こ
う
い

う
こ
と
も
で
き
る
ん
で
は
な
い
か
、

そ
の
辺
の
考
え
方
を
は
っ
き
り
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。
高
等
学
校
で
や
る
ん
じ
ゃ
な
く
て
一
般
市

民
と
し
て
穿
択
し
て
き
た
と
き
に
は
市
は
や
ら
な
き
ゃ
な
ら
な
い
わ
け
で
す
ね
、

そ
う
で
し
ょ
う
。
問
題
は
こ
の
中
央
工
業
高
校
の
場
合

一
般
の
お
と
な
扱
い
を
し
な
が
ら
学
校
で
予
防
接
種
を
し
て
い
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
一
っ
問
題
が
あ
る
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
で

一
般
扱
い
で
応
募
さ
れ
て
き
た
ら
全
部
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
し
ょ
う
。
そ
の
辺
の
関
係
を
現
実
に
即
し
て
も
っ
と
明
確
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〔
環
境
部
長
（
園
浦
和
己
君
）
登
壇
〕

の
か
。
こ
れ
は
一
ペ
ー
ジ
目
の
百
五
十

そ
れ
か
ら
、
こ
の
請
求
さ
れ
た
七
百
七
十
人
分
の
接
種
料
金
が
支
払
わ
れ
て
お
る
の
か
お
ら
な
い

五
万
二
百
五
十
円
と
関
係
し
て
ま
い
り
ま
す
が
、
り
と
の
百
五
十
五
万
二
百
五
十
円
の
中
に
こ
の
請
求
を
さ
れ
た
七
百
七
十
人
分
が
含
ま
'

れ
て
い
る
の
か
、
こ
の
三
点
に
つ
い
て
説
明
を
お
願
い
し
ま
す
0
•• 

0
議
長
（
山
口
信
生
君
）

環
境
部
長
。

だ
き
た
い
。

十
九
件
の
取
り
扱
い
に
対
し
て
十
．
一
、
．．
 
百
十
八
件
の
取
り
扱
い
に
対
し
て
二
と
い
う
よ
う
な
極
端
な
こ
う
い
う
数
字
が
出
て
ま
い
っ
て
い

る
わ
け
で
す
。
こ
の
数
字
を
聞
い
て
お
り
ま
す
と
不
明
確
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
明
ら
か
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

次
に
、
決
符
特
別
委
員
会
の
中
で
は
、
1

高
校
生
で
も
何
と
い
い
ま
す
か
、
お
医
者
さ
ん
の
と
こ
ろ
へ
来
た
と
き
に
は
一
般
の
市
民
と
し

て
取
り
扱
わ
れ
た
と
、
こ
う
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
で
、
＇
，
問
題
に
な
っ
て
お
り
ま
す
中
央
工
業
高
校
の
場
合
四
日
市
に
在
住
を
す
る

生
徒
、
教
職
員
合
わ
せ
て
三
百
六
十
五
人
で
す
●
●
二
回
接
種
を
し
た
と
し
て
七
百
三
十
人
で
ぁ
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
接
種
料
金
の
諮
求
確

認
と
い
う
と
こ
ろ
で
、
接
種
料
金
は
延
べ
七
百
七
十
人
分
諮
求
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
を
す
る
と
、
，
こ
う
い
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま

一
人
の
市
民
で
三
回
も
接
種
を
し
た
と
い
う
数
字
に
な
る
わ
け
で
す
が
、
、
こ
こ
ら
あ
た
り
を
明
ら
か
に
し
て
い
た

す
。
と
、

し
ま
す
と
、

す。 う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
間
く
と
こ
ろ
に
よ
り
ま
す
と
、
こ
の
カ
ッ
コ
内
の
特
に
件
数
の
中
で
出
て
ま
い
っ
て
お
り
ま
す
数
字
は
、
注
射

を
す
る
楊
合
に
液
体
が
こ
ぽ
れ
た
り
何
か
す
る
分
を
見
込
ん
で
あ
る
と
、
こ
う
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
先
ほ
ど
休
憩
時
間
に
部
長
に
間

い
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
う
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
と
、
取
り
扱
い
件
数
に
よ
っ
て
カ
ッ
コ
内
の
数
字
が
非
常
に
ま
ち
ま
ち
で
あ
り
ま

一
定
の
率
で
こ
の
数
字
が
あ
ら
わ
れ
て
く
る
な
ら
ば
、
こ
の
こ
ぽ
れ
た
薬
の
補
償
と
い
う
こ
と
で
わ
か
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
が
、
六

こ
の
沢
料
の
一
ペ
ー
ジ
下
の
ほ
う
に
説
明
が
ご
ざ
い
ま
す
が
、

「
カ
ッ

n
内
数
字
は
ワ
ク
チ
ソ
の
端
数
補
依
額
で
あ
り
ま
す
」
こ
う
い

っ
き
り
し
て
お
き
た
い
と
思
う
ん
で
す
。

ま
す
が
、
内
容
的
に
ど
う
も
は
っ
き
り
し
な
い
点
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
本
来
な
ら
ば
、
決
算
特
別
委
員
会
の
中
で
、
こ
の
賀
料
は
提
出

さ
れ
、
審
査
の
段
階
で
明
ら
か
に
し
て
も
ら
う
べ
き
で
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
機
会
が
逸
し
ら
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
の
場
で
は

員
会
の
委
員
の
皆
さ
ん
方
に
沢
料
が
配
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

先
ほ
ど
の
休
憩
時
問
等
で
い
ろ
い
ろ
話
を
聞
い
て
ま
い
っ
た
わ
け
で
あ
り

0
山
本
肪
君
市
長
か
ら
、
い
ま
慈
思
表
示
が
あ
っ
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
以
前
の
問
題
と
し
て
環
境
部
長
か
ら
、

決
算
特
別
委

〔
山
本
勝
君
登
坦
〕

〇
諮
長
（
山
口
信
生
君
）

山
本
勝
君
゜

こ
う
い
っ
た
こ
と
の
な
い
よ
う
に
細
心
の
注
意
を
い
た
し
ま
す
と
同
時
に
、

の
点
に
つ
き
ま
し
て
は
、
将
処
方
を
強
く
県
知
事
の
ほ
う
に
申
し
入
れ
た
い
と
思
い
ま
す
。

い
ま
す
。
今
後
、

教
育
上
の
問
題
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
こ

0
市
長
（
岩
野
見
齊
君
）

予
防
注
射
の
経
骰
に
つ
き
ま
し
て
、

県
立
高
校
の
間
に
不
均
衡
が
生
じ
ま
し
た
こ
と
は
残
念
で
あ
っ
た
と
思

〔
市
長
（
岩
野
見
齊
君
）
登
坦
〕

市
長
。

0
議
長

（
山
口
信
生
君
）

休
憩
前
に
引
き
続
き
、

会
諮
を
開
き
ま
す
。

〇
談
長
（
山
口
信
生
君
）

暫
時
、
休
憩
い
た
し
ま
す
。

お
答
え
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

午
後
二
時
三
十
九
分
再
開

午
後
一
時
五
十
四
分
休
憩
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が
ご
ざ
い
ま
し
た
と
い
う
申
告
に
基
づ
い
て
支
払
っ
た
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

第
二
番
目
の
問
題
は
、
中
央
工
業
高
校
の
三
百
五
十
八
人
と
七
百
七
十
人
と
の
問
の
差
で
ご
ざ
い
ま
す
が
{
中
央
エ
業
高
等
学
校
の
棚

の
R
と
い
う
と
こ
ろ
の
医
師
は
、
こ
の
中
央
工
業
麻
校
の
三
百
五
十
八
人
以
外
に
一
般
の
市
民
も
お
や
り
に
な
っ
て
七
百
七
十
人
を
諮
求

そ
れ
か
ら
二
十
五
万
四
千
百
円
と
第
二
項
に
円
い
て
あ
る
四
十
七
年
度
支
出
領
合
計
百
五
十
五
万
二
百
五
十
円
の
中
に
は
、
当
然
こ
の

金
領
は
入
っ
て
お
り
ま
す
。
以
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。

0
山
本
粉
君

表
現
を
す
る
か
も
わ
か
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、

こ
れ
は
極
端
に
悪
い
。
き
た
な
い

三
点
に
わ
た
っ
て

n問
し
た
わ
け
で
す
が
、
第
一
点
の
買
問
で
い
き
ま
す
と
で
す
ね
、

お
医
者
さ
ん
の
腕
い
か
ん
等
に
よ
っ
て
こ
れ
だ
け
の
差
が
出
て
く
る
と
い
う
ふ
う
に
し
ろ

す
べ
き
だ
と
思
う
ん
で
す
。
皿
く
と
こ
ろ
に
よ
り
ま
す
と
、
決
冗
特
別
委
員
会
の
中
で
は
こ
こ
ら
あ
た
り
の
細
か
い
こ
と
ま
で
わ
か
ら
な

か
っ
た
が
た
め
に
、
先
ほ
ど
市
長
が
慈
思
表
示
さ
れ
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
あ
の
前
段
の
質
問
の
内
容
で
終
わ
っ
た
と
、
こ
う
い
う
こ
と
で

ば
、
決
箕
特
別
委
員
会
に
預
料
が
問
に
合
う

あ
り
ま
す
。
し
か
し
理
事
者
の
ほ
う
と
し
て
こ
れ
だ
け
の
沢
料
を
出
さ
れ
る
ん
で
あ
る
な
ら

と
、
こ
の
よ
う
な
問
題
が
本
会
諮
場
で
せ
っ
か
く
決
箕
特
別
委
員
会
の

で
す
9

そ
う
し
な
い

よ
う
に
出
す
べ
き
が
当
然
で
あ
る
と
思
う
ん

す
の
で
、
そ
の
点
は

そ
れ
を
よ
り
深
く
追
及
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
な
結
果
に
な
り
ま

中
で
審
査
さ
れ
て
お
り
ま
し
て
も
、

十
分
に
注
慈
を
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
沢
料
の
つ
く
り
方
の
問
題
と
し
て
、
二
番
目
の
ニ
ペ
ー
ジ
目
の
項
は
、
こ
れ
は
中
央
工
業
高
校
に
限
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
り

ま
す
。
い
ま
説
明
を
聞
い
て
、
中
央
工
業
高
校
の
生
徒
及
び
教
職
員
数
は
三
百
六
十
五
人
、
二
回
受
け
た
と
し
て
七
百
三
十
人
、
請
求
料

こ
れ
は
符
術
的
に
こ
う
計
算
し
た
場
合
で
あ
り
ま
す
が
、
高
校
生
以
外
あ
る
い
は
学
校
の
教
職

が
七
百
七
十
人
分
で
差
額
の
四
十
人
分
、

員
以
外
の
一
般
市
民
も
含
ま
れ
て
い
る
と
、
こ
う
い
う
説
明
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
わ
か
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
こ
の
項
に
つ
い

り
こ
う
い
う
場
で
説
明
を
求
め
な
い
こ

す
。
そ
れ
を
や
っ
ぱ

、
る
は
ず
な
ん
で

っ
て
の
資
料
に
な
っ
て
＞

こ
の
中
央
工
業
高
校
に
限

て
は
、

う
こ
と
に
な
る
の
か
。
諮
席

と
に
は
明
ら
か
に
な
っ
て
こ
な
い
。
こ
う
い
う
こ
と
で
は
せ
っ
か
く
の
決
算
特
別
委
員
会
の
審
査
が
ど
う
い

の
中
で
も
決
算
特
別
委
員
会
の
こ
の
何
で
す
か
、
何
の
た
め
に
や
っ
た
ん
か
と
い
う
よ
う
な
そ
う
い
う
声
も
出
て
く
る
わ
け
で
す
。
そ
う

い
う
よ
う
な
理
事
者
側
の
貿
料
提
出
に
つ
い
て
も
十
分
に
今
後
慎
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。
こ
の
こ
と
を
申
し
上
げ
て
終
わ
り
ま
す
。

0
議
長
（
山
口
信
生
君
）

こ
う
い
う
沢
料
を
出
す
場
合
に
は
で
す
ね
、

よ
く
わ
か
り
や
す
い
沢
料
の
出
し
方
と
い
う
も
の
を
当
然

他
に
ご
質
疑
も
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
こ
れ
を
も
っ
て
、
委
員
長
の
報
告
に
対
す
る
質
疑
を
終
結
い
た
し
ま
す
。

う
と
判
断
を
す
る
わ
け
で
す
が
、

〔
山
本
粉
君
登
坦
〕

0
試
長
（
山
口
信
生
君
）

山
本
勝
君
゜

さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
も
の
を
端
数
の
補
償
頷
と
い
う
形
で
し
．
て
お
り
ま
し
て
、

け
だ
っ
た
か
ら
こ
れ
だ
け
だ
と
い
う
ス
ラ
イ
ド
で
は
な
く
て
、
．
そ
の
医
師
が
支
払
い
先
A
、
B
、
C
、
D
と
害
い
て
ご
ざ
い
ま
す
の
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
実
抱
を
さ
れ
た
診
根
先
を
こ
う
い
う
数
字
で
あ
ら
わ
し
た
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
四
十
七
年
度
の
場
合
に
こ
れ
だ
け
の
ロ
ス

ワ
ク
チ
ン
の
ロ
ス
が
出
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
れ
は
人
数
が
こ
れ
だ

ク
チ
ン
が
二
十
人
ス
ッ
ス
ッ
ス
っ
と
や
れ
る
と
い
い
ん
で
す
が
、

何
日
問
か
に
か
か
っ
て
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ん
と
き
に
は
ど
う
し
て
も

も
の
、

わ
れ
わ
れ
よ
く
注
射
を
受
け
ま
す
と
き
に
医
師
が
や
っ
て
お
ら
れ
ま
す
が
、

そ
れ
を
や
ら
れ
ま
す
と
き
に
ワ
ク
チ
ン
が
少
し
注
射
針
か
ら
出
る
よ
う
な
形
ま
で
お
や
り
に
な
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
そ
う
い
っ
た

た
し
か
二
十
人
の
注
射
が
で
き
る
と
い
う
ふ
う
に
聞
い
て
お
り
ま
す
が
、

あ
る
い
は
ワ
ク
チ
ソ
ー
び
ん
に
つ
き
ま
し
て
、

そ
の
ワ

に
空
気
が
入
っ
て
お
り
ま
す
の
で
空
気
を
追
い
出
す
た
め
に
、

を
さ
れ
ま
す
前
に
f

消
詣
さ
れ
た
注
射
器
に
注
射
針
を
つ
け
ら
れ
て
ワ
ク
チ
ソ
を
注
射
器
の
中
に
入
れ
ら
れ
る
わ
け
で
す
が
、

そ
の
場
合

〇
環
境
部
長

お
答
え
い
た
し
ま
す
。

表
の
下
の
憫
の
カ
ッ
コ
内
数
字
は
ワ
ク
チ
ソ
の
端
数
補
償
額
で
あ
り
ま
す
と
書
い
て
あ
り
ま
す
の
は
、
こ
の
ワ
ク
チ
ソ
を
医
師
が
注
射

（
園
浦
和
己
君
）

-59- -58-



い
ま
す
。
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さ
ら
に
、
』
私
た
ち
は
新
設
保
育
固
の
設
骰
認
可
中
詰
に
ぁ
た
っ
て
乳
児
保
育
に
か
か
わ
り
事
実
に
相
違
し
た
文
書
が
つ
く
ら
れ
9
9
か』

で
ご
ざ
．
い
ま
す
が
、
，
こ
れ
に
っ
い
ー
て
も
監
査

る
こ
と
を
具
体
的
に
指
摘
L
た
の

も
、
そ
の
認
可
条
件
に
反
し
た
保
育
行
政
が
行
わ
れ
て
い
．
＇

委
員
は
ほ
と
ん
ど
問
題
に
さ
れ
な
か
っ
た
だ
け
で
な

<1、
執
行
は
適
正
で
あ
っ
た
（
と
い
っ
て
お
ら
れ
る
わ
（
け
で
ご
ざ
ぃ
ま
ず
f

.

.

て
は
、

i

市
民
福
祉
の
克
衷
．
文
淑
施
設
の
整
備
拡
充

ま
た
、
同
じ
く
審
査
の
総
括
の
中
で
監
査
委
具
の
方
，
ク
は
、
ド
一
方
、
歳
出
に
お
い

、
き
わ
め
て
流
動

な
わ
ち
住
み
よ
い
地
域
社
会
の
建
設
で
あ
り
，

と
青
少
年
の
育
成
、
公
害
防
止
対
策
の
推
進
•
郡
都
市
因
境
の
整
靡
等
‘
．
す

．．． 

し
な
が
ら
適
切
な
行
政
を
執
行
し
、
・
市
政

こ
れ
ら
重
要
旋
策
を
栢
極
的
に
遂
行
し
、
本
市
の
将
昧
と
孵
要
を
十
分
予
測
．
．
—
．

的
な
梢
勢
の
中
で
．

い
な
る
賛
辞
を
送
っ
て
お

た
も
の
と
思
載
さ
れ
る
と
、
市
理
事
者
に
大
d

し
よ
う
と
努
力
さ
れ

の
発
展
と
住
民
福
祉
の
向
上
に
大
い
に
寄
与
ぐ
，
．
ー
・
・
●

、
そ
の
編
成
方
針
と
し
て
「
緑
と

れ
た
九
鬼
市
長
は
、

七
年
度
当
初
の
年
間
予
算
を
提
案
さ

ら
れ
ま
す
。
な
る
ほ
ど
昨
年
三
月
議
会
に
四
十

教
育
文
化
の
向
上
、
産
業
の
振
典
を
重

環
境
の
整
備
、
都
市
計
画
の
積
極
的
な
推
進
、

太
阻
の
あ
る
股
か
な
町
づ
く
り
」
を
目
標
に
生
活
．
こ

、
わ
れ
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
し
て
、
一
定
の

れ
に
当
た
っ
た
と
し

、
市
政
の
推
進
に
終
始
梢
極
的
な
姿
勢
で
こ

要
施
策
と
し
て
明
る
＞

ソ
ビ
ナ
ー
ト

の
繁
栄
と
市
民
生
活
の
向
上
は
石
油
コ

市
民
要
求
を
反
映
し
た
も
の
も
ご
ざ
い
ま
す
•
ー
し
か
し
、
．
同
時
に
九
鬼
市
長
は
郡
市

、
甚
本
的
に
は
四
十
七
年
度
予
算
も
大

糖
湾
事
業
と
か
い
っ
て
ー

:
：
本
市
発
展
の
根
幹
は
近
鉄
高
架
耶
業
、

の
振
典
の
上
に
築
か
れ
る
と
力
/
.

で
ご
ざ
い
ま
す
。
ー
こ
｀

市
民
不
在
の
行
政
を
進
め
ら
れ
た
の

企
業
を
優
先
さ
せ
、

、
命
と
健
康
を
む
し
ば
ま
れ
た
公
害
息
者
が
や

石
油
n
ソ
ビ
ナ
ー
ト
大
企
業
優
先
の
市
政
の
も
と
で
ー
発
生
し
激
化
し
た
〈
ム
害
に
よ
っ
て

求
伯
椛
す
ら
明
ら
か
に
し
な
い
ま

そ
の
発
生
源
に
対
す
る
市
行
政
当
局
の

て
、
監
査
委
員
の
方
ク
は
何
ら
問
題
に
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
点

ま
国
保
特
別
会
計
が
執
行
さ
れ
て
き
た
こ
と
に
対
し

よ
う
や
く
求
償
さ
れ
た
の
で
ご
ざ

に
つ
い
て
も
、
私
た
ち
は
き
び
し
く
批
判
し
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
公
害
裁
判
の
勝
訴
に
よ
っ
て

す
。
市
が
公
害
認
定
制
度
を
設
け
た
に
も
か
か
わ
り
ま
せ
ず
、

国
保
加
入
の
公
害
認
定
患
者
に
対
す
る
医
療

111に
つ
い
て
も
同
様
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

も
適
正
で
あ
っ
た
と
は
い
え
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
前
者
は
塩
浜
、
雨
池
等
の
ボ
ン
プ
場
維
持
管
理
牲
と
中
央

ク
リ
ー
ク
雨
池
都
市
下
水
跨
の
し
9

ん
せ
つ
整
備
工
事
既
で
ぁ
り
、
後
者
は
雨
池
都
市
下
水
蹄
の
新
設
改
良
工
事
骰
で
ご
ざ
い
ま
す
。
塩

浜
都
市
下
水
路
中
央
ボ
ン
プ
場
の
鴇
合
＼
四
十
七
年
度
の
総
排
水
祉
の
九
六
・
八
％
が
工
場
汚
水
で
あ
り
、
第
ニ
ボ
ン
ブ
場
が
三
七
・
九

％
、
雨
池
は
六
五
・
七
％
で
ご
ざ
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
代
用
負
担
は
当
然
の
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
長
年
に
わ
た
っ

て
市
代
を
投
じ
て
き
ま
し
た
し
、
四
十
七
年
度
も
そ
の
ま
ま
踏
殷
さ
れ
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
•
そ
の
不
当
性
を

私
た
ち
も
指
摘
し
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
四
十
七
年
度
か
ら
幸
い
関
係
企
業
に
負
担
さ
せ
る
こ
と
が
理
事
者
の
努
力
に
よ
っ
て
で
き

た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
監
査
委
員
が
こ
の
種
の
問
題
点
を
何
ら
問
題
と
せ
ず
執
行
は
適
正
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
の
は
、

納
得
で
き
な
い
面
が
あ
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

い
さ
さ
か

都
市
下
水
路
新
設
改
良
骰
な
ど
の
執
行
は
必
ず
し

そ
れ
に
よ
り
ま
す
と
、

関
係
根
紺
書
類
等
と
照
合
し
必
要
な
審
査
を
行

そ
の
計
数
は
い
ず
れ
も
符
合
し
＼
．
．
各
会
計
と
も
設
入
及
び
歳
出
の
執
行
は
適
正
で
あ
る
こ
と
を
認
め
た
と
な
っ
て
お
り
ま
す

が
、
た
と
え
ば
一
般
会
計
土
木
代
の
都
市
下
水
路
骰
に
お
け
る
都
市
下
水
路
管
理
骰
、

っ
た
結
果
、

決
籾
審
在
に
あ
た
っ
て
は
提
出
さ
れ
た
歳
入
敬
出
決
箕
巾
戸
並
び
に
付
屈
書
頚
に
つ
い
て
、

議
案
第
百
四
十
三
号
昭
和
四
十
七
年
度
四
日
市
市
一
般
会
計
決
算
並
び
に
各
特
別
会
計
等
決
算
認
定
に
つ
い
て
の
う
ち

一
般
会
計
決
箕
と
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
決
箕
の
認
定
に
反
対
す
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
ず
最
初
に
指
摘
し
た
い
点
は
、
監
査
委
員
の
決
算
審
在
慈
見
害
の
審
査
の
総
括
に
つ
い
て
で
ご
ざ
い
ま
す
。

0
小
井
追
夫
君

〔
小
井
道
夫
君
登
培
〕

小
井
道
夫
君
゜

討
論
の
通
告
が
あ
り
ま
す
の
で
、

発
言
を
許
し
ま
す
。

こ
れ
よ
り
討
論
に
入
り
ま
す
。

・
・
,
'
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年
問
千
円
に
し
か
満
た
な
い
と
い
う
状
態
で
ご
ざ
い
ま
す
。

む
に
や
ま
れ
ず
提
訴
し
た
公
害
裁
判
に
対
し
て
も
、
九
鬼
前
市
長
は
終
始
こ
れ
を
敵
視
し
、
平
然
と
第
三
コ
ど
ヒ
ナ
ー
ト
を
は
じ
め
一
連

の
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
の
大
増
設
を
強
行
し
、
あ
る
い
は
容
認
さ
れ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年
七
月
の
公
害
裁
判
の
判
決
は
原
告
の
勝

利
と
な
り
、
同
時
に
九
鬼
市
政
を
は
じ
め
と
す
る
行
政
の
責
任
も
き
び
し
く
追
及
さ
れ
ま
し
た
。
九
鬼
前
市
長
は
市
長
自
ら
投
げ
捨
て
絶

対
の
自
信
を
も
っ
て
い
た
と
い
わ
れ
る
知
事
の
座
に
も
つ
い
に
つ
け
得
な
か
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
き
び
し
い
住
民
の
批
判
を
受
け
た
の

で
あ
り
ま
す
。
監
査
委
員
は
こ
う
し
た
事
実
や
教
訓
を
み
な
い
で
四
十
七
年
鹿
の
市
政
執
行
の
大
方
の
沢
任
を
負
う
べ
き
九
鬼
前
市
政
を

美
化
す
る
よ
う
な
審
査
慈
見
を
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
整
き
を
禁
じ
得
な
い
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
願
ゎ
く
ば
監
査
委
員
の
方
々
が
惰
性
や

．
形
式
に
流
れ
る
こ
と
な
く
、
そ
の
職
務
を
厳
正
に
な
さ
る
よ
う
に
望
み
た
い
と
思
う
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

四
十
七
年
度
決
箕
は
、
第
一
に
私
た
ち
が
当
初
予
葬
あ
る
い
は
補
正
予
勾
の
決
定
の
際
に
指
摘
い
た
し
ま
し
た
、
大
企
業
優
先
の
市
政

の
姿
を
あ
ら
た
め
て
浮
き
彫
り
に
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
一
般
会
計
の
中
で
土
木
骰
は
三
三
・
七
四
％
を
占
め
て
お
り
ま
す
。
こ
の
数

年
間
の
最
F
r
の
構
成
比
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
中
で
港
湾
代
が
六
億
三
百
九
十
五
万
三
千
円
‘
近
鉄
高
架
事
業
が
四
億
九
千
七
百
二
十
六

万
八
千
円
、
中
央
緑
地
譲
り
受
け
代
、
霰
ケ
浦
こ
う
い
う
も
の
を
含
め
ま
し
て
十
二
憶
九
千
五
百
六
十
九
万
九
千
円
、
実
に
一
般
会
計
構

成
比
八
•
O
五
％
を
占
め
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
に
産
業
道
跨
あ
る
い
は
コ
ソ
ピ
ナ
ー
ト
等
の
排
水
、
そ
う
い
う
施
設
整
備
の

1
0
・
ニ
ニ
％
が
大
企
業
奉
仕
の
支
出
に
な

た
め
に
使
わ
れ
て
い
る
代
用
を
含
め
ま
す
と
、
実
に
十
六
億
四
千
四
百
四
十
七
万
三
千
円
、

る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
だ
け
多
く
の
土
木
既
が
組
ま
れ
て
い
な
が
ら
、
常
時
没
水
地
解
消
対
策
は
一
部
を
除
い
て
き
わ
め
て
不
十
分

な
も
の
で
あ
り
、
こ
の
年
相
次
い
だ
北
中
疫
雨
に
よ
り
、
多
く
の
市
民
が
た
び
重
な
る
被
害
を
受
け
、
市
民
の
大
き
な
批
判
が
出
た
と
こ

教
行
代
は
一
四
・
五
％
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
四
十
五
年
、

第
二
に
、
教
脊
福
祉
を
圧
迫
し
、
市
民
生
活
を
犠
牲
に
し
て
い
る
と
い
う
点
で
ご
ざ
い
ま
す
。

四
十
四
年
は
や
は
り
一
四
％
台
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
四
十
三
年
度
は
一
八
％
、

四
十
二
年
度
は
一
九
•
五
％
で
ご
ざ
い
ま
す
。
小
学
校
、
中
学
校
、
幼
稚
固
の
建
設
代
は
九
億
五
百
万
で
ご
ざ
い
ま
す
。
教
育
股
は
四
十

六
年
度
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
い
え
る
と
思
い
ま
す
。
特
に
、
学
校
建
設
股
は
四
十
六
年
度
は
八
億
八
千
二
百
万
で
ご

ざ
い
ま
し
て
、
わ
ず
か
二
千
万
ふ
え
た
に
す
ぎ
な
い
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
小
中
学
校
の
一
応
の
施
設
整
備
を
し
終
え
る
の
に
百
数
十
億
円

が
か
か
る
と
い
わ
れ
て
お
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
ナ
が
、
，
こ
の
よ
う
な
テ
ソ
ポ
で
は
一
体
い
つ
に
な
っ
た
ら
そ
の
整
備
が
で
き
る
か
と
大
き

な
不
安
を
も
つ
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
四
十
八
年
度
も
大
き
な
仲
び
は
な
い
と
、
こ
う
い
う
前
提
の
上
に
立
っ
て
申
し
上
げ
て
い
る
わ
け

で
ご
ざ
い
ま
す
。
後
手
、
後
手
の
行
政
が
小
中
学
校
等
の
用
地
確
保
を
困
難
に
し
て
お
る
実
態
も
あ
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
新
設
校
は

公
社
で
先
行
取
得
す
る
と
い
う
こ
と
が
決
算
特
別
委
員
会
の
場
で
は
明
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
既
設
校
に
つ
い
て
は
、
そ
う
い
う

先
行
取
得
は
し
な
い
ん
だ
と
い
う
答
弁
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
姿
勢
で
は
ど
ん
ど
ん
開
発
が
進
み
ま
し
て
、
学
校
周
辺
の
開
発

が
進
み
ま
し
て
、
予
箕
が
つ
い
た
と
き
に
は
敷
地
を
買
収
す
る
に
も
買
収
で
き
な
い
と
い
う
状
態
が
出
て
く
る
と
思
う
わ
け
で
ご
ざ
い
ま

す
。
ま
す
ま
す
重
要
な
幼
児
教
育
の
た
め
の
幼
稚
園
を
全
地
区
に
建
設
す
る
の
は
い
つ
に
な
る
の
か
と
い
う
疑
問
も
出
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
教
育
骰
の
父
兄
負
担
が
四
十
六
年
度
は
八
千
四
百
万
と
い
わ
れ
ま
し
た
、
四
十
七
年
渡
は
八
千
九
百
万
に
の
ぼ
る
と
い
う
報
告
が

出
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
当
初
四
十
七
年
度
予
算
で
は
、
小
中
学
校
の
需
用
費
が
四
十
六
年
度
よ
り
減
額
さ
れ
た
経
過
が
あ
っ
た
わ
け
で

ご
ざ
い
ま
す
°
私
た
ち
は
こ
の
点
に
つ
い
て
否
決
さ
れ
ま
じ
た
け
れ
ど
も
、
増
額
を
は
か
る
修
正
案
提
出
の
、
一
因
と
な
っ
た
の
で
あ
り
ま

す
が
、
そ
の
後
の
補
正
で
も
わ
ず
か
七
百
万
円
の
増
し
か
四
十
七
年
度
は
な
か
っ
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
9

多
く
の
父
兄
負
担
が
し
い
ら

れ
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
四
十
七
年
度
現
在
、
教
材
備
品
の
充
足
率
は
一
般
が
五

0
％
余
り
、
・
理
科
三
十
数
％
、
産
振
関
係
が
四

0
%

、
だ
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
私
立
の
小
中
学
校
、
幼
稚
園
を
は
じ
め
と
す
る
私
学
助
成
に
も
き
わ
め
て
お
粗
末
な
実
態
で
は
な
か

っ
た
か
と
思
う
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
小
中
学
校
、
年
問
に
一
人
た
っ
た
の
千
円
、
し
や
は
り
幼
稚
園
に
つ
き
ま
し
て
も
二
百
人
定
員
で
一
人

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
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市
か
ら
比
ぺ
ま
し
て
決
し
て
悪
い
ほ
う
で
あ
る
と
い
う
に
は
い
え
な
い
と
思
い
ま
す
。

問
題
は
配
分
の
し
か
た
、
つ
ま
り
大
企
業
に
多
く

る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

民
生
骰
の
ほ
う
に
つ
き
ま
し
て
も
一
五
•
i四
％
で
ご
ざ
い
ま
す
。
四
十
五
年
渡
、
四
十
四
年
度
、

四
十
三
年
度
は
い
ず
れ
も
一
五
％
で

特
に
ふ
え
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
9

こ
の
面
で
は
確
か
に
住
民
の
強
い
要
望
で
、

そ
し
て
皆
さ
ま
方
の
い
ろ
い
ろ

な
お
骨
折
り
で
老
人
医
僚
無
料
化
あ
る
い
は
乳
児
保
育
所
用
地
の
確
保
と
い
う
こ
と
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
‘
•
こ
れ
は
大
い
に
敬
意
を
表
す
る

わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
緊
急
度
の
高
い
脊
認
老
人
ホ
ー
ム
は
私
た
ち
の
修
正
提
案
に
も
か
か
わ
ら
ず
ヵ
．
リ
ク
ス
会
の
建
設
に
便
乗
し
た
，

交
付
金
の
交
付
だ
け
で
済
ま
そ
う
と
し
て
実
際
に
は
こ
れ
も
成
功
せ
ず
に
四
十
七
年
度
は
終
わ
っ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
9.•• 

保
有
所
は
多
数
の
希
望
者
が
あ
ふ
れ
ま
し
た
9

保
育
所
は
一
六
・
八
％
も
大
幅
に
値
上
げ
さ
れ
ま
し
た
。
，
私
立
の
保
育
所
の
経
営
は
た
．

い
へ
ん
苦
し
い
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

9
•こ
れ
に
対
す
る
助
成
は
ほ
と
ん
ど
と
い
っ
て
も
よ
い
く
ら
い
顧
み
な
か
っ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
り
・

一9
人
当
た
り
一
九
・
八
％
と
い
う
大
幅
な
値
上
げ
で
ご
ざ
い
ま
し
た
し
、
ま
た
、

保
母
さ
ん
の
公
私
立
の
貨
金
格
泣
は
た
い
へ
ん
な
も
の
が
ご
ざ
い
ま
す
。
市
民
負
担
を
削
大
さ
せ
稿
牲
を
押
し
つ
け
た
も
の
と
，
し
て
は
、

国
保
料
金
の
位
上
げ
が
ご
ざ
い
ま
し
た
9

宜
上
使
わ
れ
た
と
い
う
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
父
兄
の
皆
さ
ん
は
、

し
尿
く
み
取

り
料
や
水
迫
料
の
値
上
げ
も
さ
れ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
ナ
。
特
に
、
こ
こ
で
指
摘
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
は
、
．
さ
き
に
も
幾
つ
か
す
で
に
触

れ
ま
し
た
け
れ
ど
も
福
祉
行
政
に
つ
い
て
の
姿
努
で
ご
ざ
い
ま
す
。
四
十
七
年
庶
で
は
も
と
よ
り
四
十
八
年
度
の
今
日
ま
で
も
続
い
て
お

る
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
特
に
考
慰
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
た
と
え
ば
根
育
七
ン
タ
ー
の
場

所
、
そ
し
て
、
そ
こ
に
記
骰
し
て
い
る
仄
且
．
、
の
問
題
で
ご
ざ
い
ま
す
。
虚
弱
な
子
供
が
あ
の
公
害
の
ひ
ど
い
場
所
に
そ
の
ま
ま
放
置
さ
れ
．

て
い
る
、
恥
且
は
虚
託
の
ま
ま
骰
か
れ
て
お
る
、
．
社
会
福
祉
協
諾
会
の
耽
員
の
貨
金
は
市
の
戦
員
と
比
較
い
た

L
ま
し
て
ー
一
●
万
数
千
円
の

格
先
が
あ
る
、
ペ
ー
ス
ア
そ
ブ
も
そ
の
年
度

9
に
な
い
、
定
期
昇
給
も
な
い
と
い
う
状
態
を
乎
気
で
見
過
し
ー
て
お
り
ま
す
9

市
の
補
助
金
一

は
沖
や
松
阪
よ
り
も
少
な
い
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
一

応
害
児
保
打
の
問
題
も
大
き
な
問
難
が
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
．
場
所
は
四
十
七
年
度
の
場
合
は
内
部
で
ご
ざ
い
ま
す
。
四
十
八
年
度
は

さ
ら
に
大
矢
知
を
加
え
ら
れ
ま
し
た
け
れ
ど
も
•
'
ノ
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
一
般
の
保
育
定
数
に
窮
机
し
て
も
余
り
が
出
た
と
い
う
こ
と
、
使

た
だ
で
さ
え
不
使
な
子
供
た
ち
、
そ
の
た
め
に

も
中
央
部
に
と
、
交
通
の
使
利
の
よ
い
中
央
部
に
と
切
実
に
願
つ
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
依
然
と
し
て
交
通
の
不
使
な
と
こ
ろ
に
な
っ
て

お
り
ま
す
°
賎
Jl
は
し
か
も
臨
時
耽
且
の
紀
骰
で
ご
ざ
い
ま
す
。
実
際
に
、
こ
れ
ら
を
解
決
せ
ず
し
て
、
か
け
声
だ
け
の
福
祉
で
は
困
る

六
年
度
四
・
九
、

な
お
、
ま
た
産
業
部
関
係
耗
代
に
つ
い
て
も
舷
れ
た
い
と
思
う
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
わ
ず
か
に
四
•
-
=
％
で
ご
ざ
い
ま
す
。
四
十

四
十
五
年
度
冗
•
四
、
四
十
四
年
渡
七
・
ニ
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
見
ま
し
て
も
四
十
七
年
度
は
少
な
い
の
で
ご
ざ
い
ま

す
。
石
油

n
ン
ピ
ナ
ー
ト
や
近
鉄
な
ど
大
企
業
に
は
力
を
入
れ
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
地
場
産
業
、
近
郊
農
業
、
中
小
商
工
業
の
振
典
に

対
す
る
姿
勢
が
き
わ
め
て
不
十
分
で
あ
っ
た
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
う
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
以
上
、
述
べ
ま
し
た
よ
う
に
大
企
業

の
利
益
の
た
め
に
ば
く
大
な
支
出
を
し
、
教
育
や
福
祉
を
圧
迫
し
、
働
く
市
民
を
犠
牲
に
し
た
四
十
七
年
度
の
会
計
の
決
卯
に
反
対
を
す

ま
た
、
述
憲
の
自
衛
隊
関
係
の
支
出
も
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
少
な
く
と
も
疑
わ
し
い
も
の
の
支
出
は
や
め
る
べ
き
で
ご
ざ
い
ま
す
。

次
に
、

四
十
七
年
度
決
箕
の
中
で
自
主
財
源
は
四
十
六
年
庶
に
続
い
て
低
下
し
て
き
て
お
る
こ
と
は
確
か
で
ご
ざ
い
ま
す
。
が
、
他
都

支
出
し
て
い
る
分
を
市
民
俊
先
に
し
た
な
ら
ば
、
な
お
相
当
の
仕
事
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
し
か
し
多
種
多
様
な
山
栢

す
る
市
民
要
求
、
福
祉
教
育
な
ど
市
民
生
活
に
直
結
し
た
諸
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
地
方
財
政
を
圧
迫
し
て
い
る
政
府
に
対
し
て

地
方
財
政
の
民
主
化
と
新
財
源
獲
得
の
た
め
に
徹
底
し
て
対
処
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
う
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
'

県
営
事
業
に
お
け
る
負
担
金
の
押
し
つ
け
、
こ
れ
は
大
き
な
解
決
す
べ
き
課
題
で
ご
ざ
い
ま
す
。
土
木
関
係
、
そ
し
て
ま
た
港
湾
の
中

．
で
港
湾
狸
の
あ
の
負
担
割
合
で
ご
ざ
い
ま
す
。
四
十
五
年
度
よ
り
当
分
の
間
市
四
四
•
四
、
県
五
五
・
六
と
い
う
割
合
で
負
担
す
る
ん
だ
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よ
っ
て
、
本
件
は
こ
れ
を
認
定
す
る
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。

と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
当
分
の
問
と
は
一
体
い
つ
ま
で
続
く
の
か
、
ー
い
つ
改
め
ら
れ
る
の
か
、
‘
こ
れ
も
早
急
に
再
検
討
さ

れ

る

べ

き

問

題

で

は

な

い

か

と

思

い

ま

す

。

県

の

補

助

金

も

し

か

り

で

ご

ざ

い

ま

す

。

'

,

国
民
他
康
保
険
に
対
す
る
県
の
補
助
金
が
た
っ
た
年
問
十
五
万
円
、
他
都
市
の
状
況
を
見
ま
し
て
も
、
も
っ
と
県
が
多
く
の
補
助
を
し

て
お
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
病
院
の
場
合
に
お
き
ま
し
て
も
、
私
が
先
日
見
て
ま
い
り
ま
し
た
神
奈
川
県
で
藤
沢
の
市
立
病
院
建
設
に
二

億
円
も
県
既
補
助
さ
れ
て
い
る
、
．
乎
塚
の
市
立
病
院
建
設
に
一
億
円
補
助
し
た
う
え
に
、
な
お
県
と
し
て
の
救
急
医
療
体
制
の
整
備
と
い

う
点
か
ら
三
依
円
を
投
じ
て
救
急
七
ソ
ク
ー
を
市
立
病
院
と
ド
ッ
キ
ン
グ
し
て
つ
く
っ
て
お
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

し
尿
処
理
施
設
に
対
し
て
、
た
と
え
ば
山
梨
の
場
合
は
甲
府
市
に
対
し
て
県
骰
補
助
を
し
て
お
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

県
は
四
十
七
年
度
七
十
八
億
円
も
四
日
市
市
民
か
ら
四
日
市
の
市
税
収
入
よ
り
も
多
い
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
＿
〖
税
収
を
あ
げ
た
と
い
う

こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
県
は
、
こ
の
四
日
市
市
民
の
た
め
に
何
の
事
業
を
し
た
か
と
、
県
営
の
施
設
が
一
体
何
が
あ
る
の
か
と
、
こ
う

い
う
点
を
も
っ
と
も
っ
と
き
び
し
く
見
直
し
て
県
に
対
す
る
姿
勢
の
転
換
を
求
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
う
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

国
の
超
過
負
担
は
四
十
七
年
度
で
三
億
一
＿
＿
千
四
百
万
円
に
の
ぼ
り
ま
す
。
四
十
四
年
度
か
ら
四
十
七
年
度
に
合
わ
せ
ま
す
と
十
一
億
七

千
二
百
万
に
も
の
ぽ
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
国
の
税
制
の
改
普
も
大
き
な
問
題
で
ご
ざ
い
ま
す
。
電
気
ガ
ス
の
大
企
業
に
対
す
る

特
権
的
免
税
と
い
う
非
課
税
措
骰
の
廃
止
を
さ
せ
る
、
こ
う
い
う
点
も
ご
ざ
い
ま
す
し
、
原
重
油
関
税
の
還
元
あ
る
い
は
大
企
業
法
人
の

市
民
税
の
税
率
の
引
き
上
げ
、
こ
う
い
う
問
題
も
ご
ざ
い
ま
す
。
特
に
、
こ
の
大
法
人
の
市
民
税
の
税
率
の
問
題
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市

と
し
て
も
大
企
業
法
人
に
制
限
税
率
を
か
け
る
と
、
こ
う
い
う
点
は
す
ぐ
に
で
き
る
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
、
こ
れ
は
も
っ
と
真
剣
に

取
り
組
ま
れ
る
ぺ
き
問
題
だ
と
思
い
ま
す
。
重
油
梢
骰
税
が
設
け
ら
れ
る
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
こ
れ
が
県
に
行
っ
て
し
ま

う
と
、
市
に
何
の
あ
れ
も
な
い
と
い
う
問
題
、
こ
れ
の
対
策
も
急
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
特
別
交
付
税
の
問
題
、
増
頷
の
問
題
あ
る
い
は
起
依
制
限
の
緩
和
、
そ
の
ワ
ク
の
拡
大
、
特
に
政
府
債
の
拡
大
と
い
う
問
題

が
重
要
な
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
こ
の
起
依
事
業
を
ふ
や
す
と
い
う
点
で
は
、
四
日
市
は
ま
だ
ま
だ
余
裕
が
あ
る
と
思
う
わ
け

で
ご
ざ
い
ま
す
。
具
体
的
な
時
間
の
関
係
も
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
数
字
は
省
き
ま
す
け
れ
ど
も
、
決
符
特
別
委
員
会
の
場
で
も
、
市
長
自
身

が
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
数
字
か
ら
見
ま
し
て
も
、
な
お
か
な
り
の
余
裕
が
ご
ざ
い
ま
す
。
イ
ン
フ
レ
の
中
で
市
民
の
要
求
を
満
た
す
た
め
に

は
、
こ
の
際
思
い
切
っ
た
手
を
打
っ
て
も
よ
い
と
思
う
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
財
源
を
確
保
す
る
う
え
で
の
問
題
は
そ
の
姿
勢
で

ご
ざ
い
ま
す
。
摂
津
市
の
訴
訟
に
つ
い
て
、
市
長
は
訴
訟
に
な
じ
ま
な
い
と
い
う
こ
と
を
い
わ
れ
ま
し
た
が
、
な
じ
む
な
じ
ま
ん
の
問
題

で
は
な
く
、

い
ま
ま
で
の
よ
う
な
行
政
的
な
努
力
だ
け
で
効
果
が
蔀
い
と
い
う
よ
う
な
現
実
の
う
え
に
立
っ
て
杭
極
的
に
与
え
ら
れ
て
い

る
権
利
を
行
使
し
、
市
民
迎
動
へ
全
国
民
的
な
迎
動
を
起
こ
し
て
い
く
先
頭
に
立
つ
べ
き
だ
と
い
う
ふ
う
に
考
え
ま
す
。

最
後
に
、
戯
員
の
充
足
、
―
待
遇
改
普
等
に
つ
い
て
、

さ
ん
の
充
足
、

そ
し
て
待
遇
改
笹
に
大
き
な
努
力
を
払
わ
れ
る
こ
と
を
要
望
い
た
し
ま
し
て
終
わ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

〇
諮
長
（
山
口
信
生
君
）

と
り
わ
け
保
母
、
沼
設
婦
さ
ん
あ
る
い
は
消
掃
、
土
木
、
下
水
関
係
の
職
員
の
皆

本
件
に
対
す
る
委
員
長
の
報
告
は
、
認
定
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

本
件
は
、
委
員
長
の
報
告
の
と
お
り
決
す
る
こ
と
に
贄
成
の
諸
君
の
起
立
を
求
め
ま
す
。

〔
賛
成
者
起
立
〕

0
議
長
（
山
口
信
生
君
）

日
程
第
二

起
立
多
数
で
あ
り
ま
す
。

謡
案
第
百
四
十
四
号
四
日
市
市
職
員
給
与
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
、
な
い
し

こ
れ
よ
り
本
件
を
採
決
い
た
し
ま
す
。

こ
れ
を
も
っ
て
、
討
論
を
終
結
い
た
し
ま
す
。
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で
あ
り
ま
す
。

ま
し
た
。

っ
て
は
、
助
成
の
適
用
澗
れ
に
な
る
場
合
が
あ
る
の
で
、

諮
案
第
百
四
十
六
号
四
日
市
市
立
教
育
机
会
所
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

0
議
長
（
山
口
信
生
君
）

次
に
、

日
程
第
二
、
誤
案
第
百
四
十
四
号
四
日
市
市
職
員
給
与
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
、
な
い
し
、

程
第
四
、
訊
案
第
百
四
十
六
号
四
日
市
市
立
教
育
棋
会
所
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
の
三
件
を
一
括
諮
題
と
い
た
し
ま
す
。

た
だ
い
ま
諮
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
各
議
案
の
う
ち
、
総
務
委
員
会
に
付
託
の
議
案
第
百
四
十
四
号

四
日
市
市
監
員
給
与
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
、
当
委
員
会
の
審
査
の
経
過
と
結
果
を
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

日

本
件
は
、
去
る
八
月
の
人
事
院
勧
告
の
趣
旨
に
沿
っ
て
、
本
市
職
員
の
給
料
月
額
、
扶
狼
手
当
、
住
居
手
当
及
び
通
勤
手
当
等
に
つ
い

て
所
要
の
改
正
を
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

当
委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
現
業
に
お
け
る
中
途
採
用
職
員
の
待
遇
改
善
あ
る
い
は
扶
投
手
当
等
の
民
間
と
の
均
衡
な
ど
に
つ
い
て

慈
見
が
あ
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、

経
済
事
俯
等
の
変
化
の
激
し
い
時
代
か
ら
し
て
、
職
員
の
待
遇
に
つ
い
て
も
、
今
後
と
も
社
会
．
一
般

の
佑
勢
に
適
応
を
欠
く
こ
と
の
な
い
よ
う
特
に
要
望
を
い
た
し
ま
し
て
、
原
案
を
承
認
い
た
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

節
単
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
を
も
ち
ま
し
て
、
総
務
委
員
会
の
密
査
報
告
と
い
た
し
ま
す
。

〇
訊
長
（
山
口
信
生
君
）

坪
井
妙
子
君
゜

〔
教
育
民
生
糊
委
員
長
（
坪
井
妙
子
君
）
登
坦
j

0
教
育
民
生
躙
委
員
長
（
坪
井
妙
子
君
）

委
員
長
が
欠
席
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
か
わ
っ
て
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

た
だ
い
ま
諮
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
議
案
の
う
ち
、
教
育
民
生
委
員
会
に
付
託
の
二
諮
案
に
つ
き
ま
し
て
、
当
委
員
会
の
審
査
の
経
過

と
結
果
を
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
ず
、
議
案
第
百
四
十
五
号
四
日
市
市
乳
児
の
医
療
骰
の
助
成
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
は
、
乳
幼
児
の
医
療
股
の
助
成

が
本
年
十
月
一
日
か
ら
県
の
補
助
事
業
と
し
て
実
施
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
助
成
の
対
象
を
二
歳
未
滴
の
乳
幼
児
と
し
、
居
住
期
問
及
び

所
得
制
限
の
撒
廃
な
ど
所
要
の
改
正
を
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
国
民
健
康
保
険
加
入
者
が
そ
の
利
用
す
る
医
療
機
関
に
よ

一
般
市
民
に
対
し
て
、

そ
の
主
旨
を
十
分
徹
底
さ
せ
る
よ
う
強
く
要
望
い
た
し

次
に
、
談
案
第
百
四
十
六
号
四
日
市
市
立
教
育
兆
会
所
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
は
、
市
立
教
育
梨
会
所
の
完
成
に
伴
い
、
そ
の
施
設
の

管
理
及
び
設
骰
に
関
す
る
条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
あ
り
ま
し
て
、
別
段
異
議
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

以
上
の
経
過
を
も
ち
ま
し
て
、
当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
二
議
案
に
つ
き
ま
し
て
は
、

簡
単
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
を
も
ち
ま
し
て
、
教
育
民
生
委
員
会
の
審
査
報
告
と
い
た
し
ま
す
。

0
議
長
（
山
口
信
生
君
）

以
上
を
も
ち
ま
し
て
、
委
員
長
の
報
告
は
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

委
員
長
の
報
告
に
対
し
ま
し
て
、
ご
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
発
言
願
い
ま
す
。

〔
「
質
疑
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

〇
諮
長
（
山
口
信
生
君
）

別
段
ご
質
疑
も
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
こ
れ
を
も
っ
て
質
疑
を
終
結
い
た
し
ま
す
。

本
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
討
論
の
通
告
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
直
ち
に
採
決
を
行
い
ま
す
。

次
に
、
教
育
民
生
副
委
員
長
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

0
総
務
委
員
長
（
志
栢
政
一
君
）

〔
総
務
委
員
長
（
志
栢
政
一
君
）
登
培
〕

志
栢
政
一
君
゜

ま
ず
、
総
務
委
員
長
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

本
件
に
関
す
る
委
員
長
の
報
告
を
求
め
ま
す
。

日
程
第
四

い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
承
認
い
た
し
た
次
第
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ご
苦
労
さ
ま
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

署

名

諮

員

署

名

議

員

本
件
に
対
す
る
委
員
長
の
報
告
は
可
決
で
あ
り
ま
す
。
本
件
は
委
員
長
の
報
告
の
と
お
り
決
す
る
こ
と
に
ご
異
誤
あ
り
ま
せ
ん
か
。

〔
「
異
諮
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

0
議
長
（
山
口
信
生
君
）
ご
異
諮
な
し
と
認
め
ま
す
。

よ
っ
て
、
こ
れ
ら
三
件
は
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

.`
·~•-r1 

〇
諮
長
（
山
口
信
生
君
）

以
上
を
も
ち
ま
し
て
、
今
期
臨
時
会
の
日
程
は
全
部
終
了
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
会
談
を
閉
じ
、
昭
和
四
十

午
後
三
時
十
八
分
閉
会

右
、
地
方
自
治
法
第
百
二
十
―
―
一
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
署
名
す
る
。

四
日
市
市
諮
会
諮
長

八
年
十
月
、

四
日
市
市
諾
会
臨
時
会
を
閉
会
い
た
し
ま
す
。

日 小 山

比

義

平

井

道

夫

ロ

信

生
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